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地
域
で
職
場
で
学
校
で
み
ん
な
で
つ
く
る

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
な
ま
ち

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

市
で
は
、
平
成
20
年
度
に
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で
講
師
役
を
務

め
る
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
」
を

１
５
４
人
養
成
し
ま
し
た
。
養
成
さ
れ

た
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
や
職
場
な
ど
で
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
講
座
の
受
講
者
に
は
、「
認
知

症
の
人
を
支
援
し
ま
す
」
と
い
う
意
思

を
示
す
目
印
の
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
末
現
在
、
市
内
で
は
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
が
２
、２
９
９
人
養
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族

が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
人
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
さ
ら
に
今
年
度
中
に
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
４
、０
０
０
人
養
成

し
、
来
年
度
ま
で
に
８
、０
０
０
人
到

達
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
が
、「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
な

ま
ち　
“
み
や
こ
ん
じ
ょ
”」
を
つ
く
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 ょ

み
やこ
ん
じ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　

８
、０
０
０
人
を
目
指
し
て
！

　

市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
認
知
症

に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の

人
や
そ
の
家
族
を
見
守
り
、
支
援
す
る

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
し
て

い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　

国
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
「
認
知

症
を
知
り
地
域
を
つ
く
る
10
カ
年
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し

て
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
１
０
０
万
人

キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。
全
国
に

多
く
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
市
民
の
手
に
よ
っ
て
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症

を
病
気
と
し
て
正
し
く
理
解
し
、
偏
見

を
な
く
し
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族

を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。ま
た
、

自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
認
識
し
、
友

人
や
家
族
に
学
ん
だ
知
識
を
伝
え
る
こ

と
も
役
割
の
一
つ
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23
＿
３
１
８
４
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い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

を
実
施
し
て
い
ま
す
！

【
地
域
で
】

　

各
地
域
で
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
議
や
自
治
公
民
館
の
学
習

会
な
ど
で
、
地
域
で
認
知
症
の
人
と
そ

の
家
族
を
見
守
っ
て
い
く
活
動
を
行
う

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

【
学
校
で
】

　

市
内
の
小
中
学
生
に
「
認
知
症
」
を

正
し
く
理
解
し
て
も
ら
い
、
地
域
で
支

え
て
く
れ
る
一
員
と
な
れ
る
よ
う
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
総
合
学
習

の
中
で
実
施
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
も
理
解
し

や
す
い
よ
う
に
、「
紙
芝
居
」
仕
立
て

に
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
職
場
で
】

　

地
域
の
高
齢
者
と
接
す
る
こ
と
が
多

い
職
場
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
講
座

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
も
地
域
の
一
員
と
し
て
考
え
、
認
知

症
の
人
と
そ
の
家
族
を
支
え
る
応
援
者

の
役
割
を
担
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
の

開
催
方
法
は
・
・
・

　

地
域
や
職
場
で
、
こ
の
講
座
を
開
催

し
た
い
と
き
は
、
都
城
市
社
会
福
祉
協

議
会
地
域
福
祉
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
講
師
と
な
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
・

メ
イ
ト
を
派
遣
し
た
り
、
講
座
の
内
容

な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
た
り
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

都
城
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

地
域
福
祉
課　

☎
25

−

２
１
２
３

「
認
知
症
」
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て

い
る
家
族
を
対
象
に
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
催
し
ま
す
。
認
知
症
へ
の
理
解

を
深
め
な
が
ら
、
同
じ
認
知
症
の
人
を

介
護
し
て
い
る
家
族
同
士
の
交
流
を
図

る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
●
日
時　

８
月
〜
平
成
22
年
１
月
の

毎
週
第
４
火
曜
日

13
時
30
分
〜

※
９
月
の
み
第
５
火
曜
日

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

　

参
加
申
し
込
み
お
よ
び
内
容
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
保
険
課
ま
た

は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
記
念

「
認
知
症
の
人
の
声
を
聞
く
講
演

会
」

　

市
で
は
、
９
月
21
日
の
世
界
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
に
合
わ
せ

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
と
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
と
し
て
、
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
会
で
は
、
若
年
期

認
知
症
を
発
症
さ
れ
た
本
人
と
そ

の
家
族
に
講
演
し
て
も
ら
い
ま

す
。
本
人
と
家
族
の
思
い
を
聞
く

こ
と
に
よ
り
、
認
知
症
の
人
の
気

持
ち
を
少
し
で
も
理
解
で
き
る
よ

う
に
開
催
す
る
も
の
で
す
。

●
日
時　

９
月
12
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
〜

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　

中
ホ
ー
ル「
あ
さ
ぎ
り
」

●
対
象　

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
、
そ
の
ほ
か

こ
の
講
演
に
興
味
の
あ
る
人

●
定
員　

６
０
０
人

●
申
し
込
み　

８
月
31
日
㈪
ま
で

に
介
護
保
険
課
へ

☎
23

−

３
１
８
４

地域で

学校で

職場で

横
市
地
区
自
治
公
民
館
長
会

木
之
川
内
小
学
校

㈱
都
城
北
諸
地
区
清
掃
公
社
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障
が
い
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

こ
れ
ま
で
、
障
が
い
者
に
対
す
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
は
、「
身
体
障
が
い
」「
知

的
障
が
い
」「
精
神
障
が
い
」
の
３
つ

の
種
別
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者
自

立
支
援
法
で
は
、
こ
の
３
つ
の
障
が
い

が
一
元
化
さ
れ
、
障
が
い
の
種
別
に
関

係
な
く
生
活
支
援
や
就
労
支
援
、
権
利

を
守
る
た
め
に
必
要
な
支
援
が
総
合
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
の
設
立

　

制
度
上
、一
元
化
は
さ
れ
た
も
の
の
、

障
が
い
者
が
抱
え
る
問
題
や
課
題
は
一

人
一
人
異
な
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
そ
の
解
決
と
改
善
を
図

ろ
う
と
、
昨
年
３
月
に
市
内
の
障
が
い

者
を
支
援
す
る
関
係
機
関
に
よ
る
「
都

城
市
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
」
が
組

織
さ
れ
ま
し
た
。

障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
っ
て

何
を
す
る
の
？

　

障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
で
は
、
障

が
い
者
の
相
談
窓
口
で
あ
る
「
相
談
支

援
事
業
所
」
を
中
心
に
個
別
支
援
を
行

い
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
向

け
た
調
整
を
行
っ
た
り
、
医
療
機
関
と

の
連
携
を
図
っ
た
り
す
る
な
ど
、
障
が

い
者
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解

決
に
向
け
た
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

関
係
機
関
と
連
携
し
た
取
り
組
み

　

個
別
支
援
を
行
う
中
で
出
て
き
た
課

題
や
困
難
な
事
例
に
つ
い
て
は
、
検
討

機
関
で
あ
る
運
営
会
議
で
、
相
談
支
援

事
業
所
や
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
医
療
機

関
、
地
域
の
代
表
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

関
係
機
関
か
ら
の
意
見
を
集
約
し
、
問

題
解
決
に
向
け
た
話
し
合
い
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
、
３
つ
の
専
門
部

会
の
中
で
、
生
活
の
場
を
確
保
す
る
た

め
の
居
住
サ
ポ
ー
ト
体
制
や
特
別
支
援

教
育
支
援
員
を
支
え
る
体
制
な
ど
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を

本
市
の
障
が
い
者
施
策
に
反
映
で
き
る

よ
う
に
、
現
在
、
支
援
体
制
の
確
立
に

向
け
た
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

障害者自立支援協議会

専門
部会

運営会議提
案
・
報
告

相談支援
事業所

「障がいがあるけど、身近な地域で働きたい」「地
域で自立した生活を送りたい」「どんな福祉サー
ビスがあるのかよく分からない」など、障がい
のある人やその家族はさまざまな悩みや心配ご
とを抱えています。
今回は、障がいのある人たちが、地域社会で「元
気に」「楽しく」「安心して」生活できるための
取り組みについて紹介します。
●問い合わせ　福祉課　☎　23-2980
　　　　　　　　　　　Fax　24-1188

温かい支援の輪、
皆さんで

広げましょう！

障がいのある人も
普通に暮らせる

まちづくりを目指して

障がい者支援の取り組み（イメージ図）

都城市検討依頼

相談者

提言

相談

�2009.8



相談支援事業所では、障がい者の自立と社会参加を応援します

家庭的な雰囲気の中で気軽に
相談できます。日常生活で手助

けが必要な障がい者に支援をしています

介助や生活に関する相談

訪問介護事業所クローバー
　都城市関之尾町４２２１−１　
　
　☎　３７−３３７０
　Fax ４５−４１１７

障がい者が地域で安心して生
活できるように、自立と社会

参加を応援します。また、外出の手助けや各種申請書
類の代行業務などを行っています

福祉や生活に関する相談

障害者生活支援センター
　都城市松元町４−１４
　（総合福祉会館内）
　☎　２６−０２９４
　Fax ２６−０３３３

コーディネーターが、在宅の障
がい者（児）とその家族の地域

生活を支援します。子どもから大人まで幅広くサポー
トしています

教育や生活に関する相談

サポートセンターたかちほ
　都城市都原町７１７１
　（高千穂学園内）
　☎　４６−２０７８
　Fax ２６−５１８８

今年４月にオープン。障がい
者が安心して働けるように、

就業や生活上の悩みの相談に応じ、就職後は職場定着
できるように支援しています

就業と生活に関する相談

障害者就業・生活支援センター
　都城市中町１−７
　IT産業ビル１階（旧寿屋ビル） 
　☎　２２−９９９１
　Fax ２２−９９９２

市
内
に
あ
る
相
談
窓
口

　

障
が
い
者
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し

て
、
本
市
に
は
４
カ
所
の
相
談
支
援
事

業
所
が
あ
り
、
障
が
い
者
が
地
域
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
所
間
で
連
携
を
取
り
合
い
、

必
要
な
支
援
を
行
う
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
心
配
ご
と

が
あ
っ
た
ら
、何
で
も
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
支
援
事
業
所
の
主
な
活
動

●
福
祉
制
度
や
福
祉
施
設
な
ど
の
紹
介

●
各
種
申
請
の
手
伝
い

●
介
護
の
指
導
や
助
言

●
専
門
相
談
員
に
よ
る
助
言
や
援
助

●
同
じ
障
が
い
を
持
つ
仲
間
に
よ
る
ア

　

ド
バ
イ
ス（
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）

●
就
職
相
談
や
関
係
機
関
と
の
連
携

市
民
の
皆
さ
ん
も
情
報
提
供
を
！

　

相
談
支
援
事
業
所
で
は
、
こ
れ
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
て
き
ま

し
た
。
相
談
件
数
は
、
年
々
増
加
し
て

き
て
い
て
、
中
に
は
年
間
２
、０
０
０

件
以
上
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
事

業
所
も
あ
り
ま
す
。

　

相
談
は
、
障
が
い
者
本
人
や
家
族
か

ら
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
近
所

の
人
か
ら
の
情
報
提
供
や
支
援
依
頼
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、「
近
所
の
人
の

家
の
様
子
が
い
つ
も
と
違
う
」
な
ど
、

普
段
の
生
活
の
中
で
気
付
い
た
こ
と
が

あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
支
援
の
気
持
ち

が
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

都城市障害者自立支援協議会
会長　蓑

みの

部
べ

　千鳥　さん

　協議会では、障がい者やその家族が
地域で安心して生活できる体制をつく
るために、さまざまな角度から協議し
ています。その中で感じたのは、福祉
関係者や行政だけでは解決できない問
題がたくさんあるということです。地
域で困っている障がい者を支援するた
めには、その地域の人からの情報提供
や支援も必要です。地域の人たちの温
かい気持ちがあると、その地域も変わっ
ていきます。障がいのあるなしにかか
わらず、“ 住むんだったら、都城市に ”
といわれるようなまちづくりを共に目
指しませんか？

日
本
一
住
み
や
す
い

ま
ち
を
目
指
し
て
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「
定
住
自
立
圏
構
想
」
と
は

　

地
方
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

を
つ
く
り
、
地
方
か
ら
都
会
へ
の
人
口

流
出
を
食
い
止
め
、
地
方
へ
の
人
の
流

れ
を
生
み
出
す
た
め
に
全
国
的
な
見
地

か
ら
推
進
す
る
施
策
で
す
。

　

定
住
自
立
圏
構
想
で
は
、
都
市
機
能

が
整
備
さ
れ
て
い
る
「
中
心
市
」
と
生

活
面
、
経
済
面
で
関
わ
り
が
深
い
市
町

村
が
、
議
会
で
の
議
決
を
経
て
、
連
携

し
て
取
り
組
む
内
容
や
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
定
め
た
協
定
を
締
結
し
、
定
住
自

立
圏
を
形
成
し
ま
す
。

　

 都
城
広
域
定
住
自
立
圏
構
想

　

本
市
は
、
平
成
20
年
10
月
に
、
総
務

省
か
ら
他
の
地
域
の
モ
デ
ル
と
な
る
先

行
実
施
団
体
に
選
定
さ
れ
、
財
政
面
を

中
心
と
し
た
国
か
ら
の
支
援
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
広
域
救
急
医
療
体
制
の

整
備
・
充
実
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を

中
心
に
、
都
城
市
が
中
心
市
と
な
り
、

三
股
町
、
曽
於
市
、
志
布
志
市
の
関
係

市
町
と
と
も
に
協
力
し
な
が
ら
圏
域
全

体
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

定
住
自
立
圏
の
形
成
に
向
け
て

　

市
で
は
、
平
成
21
年
４
月
22
日
に
、

「
都
城
市
定
住
自
立
圏
中
心
市
宣
言
」

を
行
い
、
圏
域
で
の
生
活
機
能
の
確
保

に
関
し
て
中
心
的
な
役
割
を
担
う
意
思

を
表
明
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
21
年
６
月
に
、
都
城

市
内
部
の
検
討
組
織
と
な
る
検
討
委
員

会
と
３
市
１
町
で
協
議
と
合
意
形
成
を

行
う
機
関
と
な
る
協
議
会
を
設
置
。
現

在
は
、
議
会
に
提
出
す
る
協
定
案
の
策

定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

協
定
案
が
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
で
可
決

さ
れ
る
と
、
可
決
し
た
団
体
で
都
城
広

域
定
住
自
立
圏
を
構
成
し
ま
す
。
こ
の

構
成
団
体
で
、
協
定
に
基
づ
い
て
推
進

す
る
具
体
的
な
取
り
組
み
や
期
間
を
定

め
た
「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
策
定
を
行
い
、
来
年
度
以
降
の
事
業

実
施
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

市
で
は
、
将
来
を
見
据
え
た
地
域
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
「
定
住
自
立

圏
構
想
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
三
股
町
、
曽
於
市
、
志
布
志
市
の
２

市
１
町
と
連
携
・
協
力
し
て
地
域
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

経
営
戦
略
課　

☎
23
＿
２
１
１
５

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
圏
域
を
目
指
し
て

都
城
広
域
定
住
自
立
圏
構
想
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「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
で

都
城
を
応
援
し
ま
せ
ん
か
？

　

ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
と
い
う
人

の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
の
「
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
」
が
始
ま
り
、
２
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
そ
ん
な
温
か
い
心
、
豊
か

な
心
を
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
た

め
、
５
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
つ
く
り
、
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
寄
付
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税
応
援
団

　

市
で
は
、
寄
付
し
た
人
を
都
城
市
ふ

る
さ
と
納
税
応
援
団
と
し
て
登
録
し
、

寄
付
の
状
況
や
寄
付
を
活
用
し
て
行
っ

た
事
業
を
毎
年
報
告
す
る
と
と
も
に
、

前
年
度
の
寄
付
者
を
対
象
に
、
地
元
の

特
産
品
を
詰
め
合
わ
せ
た
「
都
城
ふ
る

さ
と
セ
ッ
ト
」
の
当
た
る
抽
選
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
都
会
で
暮
ら
す
家
族
や

友
人
な
ど
に
都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税
応

援
団
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
は
？

　
「
都
城
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
申

出
書
」（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

取
得
可
能
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
フ
ァ
ク
ス
、
郵
送
（
〒
８８５
‐

８
５
５
５
）、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
経
営

戦
略
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が

で
き
な
い
人
に
つ
い
て
は
、
郵
送
し
ま

す
の
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

経
営
戦
略
課　

☎ 

23-

２
１
１
５

　
　
　
　
　
　
　

Fax 

23-

２
０
０
６

高齢者への取り組みを支援し
ます

スポーツ・文化振興への取り
組みを支援します

ふるさとスポーツ
文化振興支援

環境・森林の保全への取り組
みを支援します

ふるさと環境支援

協働のまちづくりや中心市街
地活性化への取り組みを支援
します

ふるさとまちづくり環境支援

子育てへの取り組みを支援し
ます

ふるさと子ども支援

寄付の際に指定できる
５つのメニュ−

ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
、
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
と
い
う
思
い
を
寄
付

と
い
う
形
で
実
現
す
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
が
２
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

都
城
市
が
「
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
」
で
あ
る
皆
さ
ん
、
都
城
市
を
「
第

二
の
ふ
る
さ
と
」「
心
の
ふ
る
さ
と
」
と
思
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
で
「
ふ
る
さ
と
都
城
」
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

「
ふ
る
さ
と
都
城
」
へ
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
！

都
城
へ
の
思
い
を
か
た
ち
に

We Love Miyakonojo

　ふるさと長寿支援新
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の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
医
師
不
足
に
対
応
す
る
た

め
に
、
会
員
医
師
の
協
力
を
は
じ
め
、

新
た
な
医
師
の
雇
用
や
、
宮
崎
大
学
お

よ
び
福
岡
大
学
医
学
部
か
ら
の
医
師
派

遣
に
よ
り
、
救
急
医
療
体
制
を
保
っ
て

い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
の
心
掛
け
を
忘
れ
な
い
で

　

救
急
医
療
は
夜
間
の
急
な
発
病
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

最
低
限
度
の
ス
タ
ッ
フ
で
診
療
に
当
た

る
た
め
、
昼
間
の
よ
う
に
時
間
を
か
け

た
検
査
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。
緊
急
性

の
な
い
軽
い
症
状
で
夜
間
診
療
を
受
け

る
よ
う
な
コ
ン
ビ
ニ
受
診
は
避
け
、
日

ご
ろ
か
ら
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し

て
、
で
き
る
だ
け
昼
間
に
受
診
す
る
よ

う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

患
者
の
４
割
強
は
小
児
救
急

　

平
成
20
年
に
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
た
人
の
数
は
、内
科
５
、６
０
７

人
、
外
科
３
、７
１
９
人
、
小
児
科

６
、５
７
０
人
で
、
小
児
救
急
患
者
が

４
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
共
働
き
家
庭

の
増
加
や
核
家
族
化
な
ど
の
社
会
構
造

の
変
化
に
伴
い
、
こ
う
し
た
小
児
救
急

の
利
用
が
高
ま
っ
て
お
り
、
一
晩
で

診
る
患
者
の
数
が
50
人
を
超
え
る
こ
と

も
あ
る
な
ど
、
医
師
へ
の
負
担
が
重
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

医
師
不
足
へ
の
対
応

　

地
方
の
医
師
不
足
が
進
み
、
診
療
科

目
の
閉
鎖
な
ど
、
救
急
医
療
体
制
が
崩

壊
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

都
城
北
諸
県
地
区
の
医
師
の
数
も
減

少
し
体
制
の
維
持
が
厳
し
い
状
況
の

中
、
特
に
小
児
科
の
医
師
不
足
は
緊
急

師
が
勤
務
し
、
24
時
間
の
救
急
医
療
体

制
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
脳
疾
患
や
心
疾
患
な
ど
の
重

篤
な
患
者
に
も
対
応
す
る
た
め
、
市

郡
医
師
会
病
院
の
医
師
に
緊
急
連
絡
を

行
う
オ
ン
コ
ー
ル
体
制
も
と
っ
て
い
ま

す
。
必
要
に
応
じ
緊
急
検
査
や
手
術
を

行
う
な
ど
、
直
ち
に
治
療
チ
ー
ム
が
編

成
さ
れ
高
次
の
医
療
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
人
命
を
救
っ

て
い
ま
す
。

都
城
市
の
救
急
医
療
体
制

　

市
郡
医
師
会
が
当
番
在
宅
制
度
で
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
救
急
医
療
体
制
。
そ
の

後
、
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
と
市
郡

医
師
会
が
連
携
し
診
療
体
制
を
整
備
し

ま
し
た
が
、
24
時
間
診
療
や
２
次
救
急

医
療
の
課
題
が
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

現
在
の
都
城
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
（
大

岩
田
町
）
を
市
郡
医
師
会
病
院
と
同
時

に
開
設
。
内
科
・
外
科
・
小
児
科
の
医

安
心
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
医
療
体
制
の
充
実
。

中
で
も
夜
間
の
急
な
発
病
な
ど
に
対
処
す
る
救
急
医
療
は
、
市
民
に
と
っ
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
全
国
的
に
は
救
急
医
療
体
制
が
崩
壊
し
て
い
る

地
域
も
あ
る
中
、
本
市
で
は
都
城
市
北
諸
県
郡
医
師
会
と
連
携
を
図
り
、
都
城

圏
域
の
高
次
の
救
急
医
療
体
制
を
築
い
て
い
ま
す
。
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
そ
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
が
、
初
回
は
救
急
医
療
体
制
の
現
状
を
報
告
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
23-

２
７
６
５

都城市の救急医療
体制についてVol.1
〜救急医療の現状〜

安
心
で
き
る
地
域
医
療
を
目
指
し
て
！

救急医療体制の変遷
昭和36年 市郡医師会が当番在宅制度

をスタート
↓

昭和55年

広域市町村圏事務組合が夜
間急病センターを開設、運
営は市郡医師会に委託
※土・日曜日、祝日の19時
　〜 23時の初期救急のみ

↓

昭和60年

救急医療センターを市郡医
師会病院と同時開設
※毎日19時〜翌朝７時まで
　の初期救急、重篤な患者
　は市郡医師会病院と連携
　し２次救急まで対応

※初期救急は入院や手術を伴わない医
　療。２次救急は入院治療を必要とす
　る症例に対する医療
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う
つ
病
は
身
近
な
病
気

　

う
つ
病
は
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
の

あ
る
身
近
な
病
気
で
、や
る
気
の
問
題
、

な
ま
け
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夜
中
や

朝
早
く
に
目
が
覚
め
る
、
気
力
や
食
欲

が
な
い
、考
え
が
ま
と
ま
ら
な
い
な
ど
、

う
つ
病
の
初
期
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

な
か
な
か
本
人
は
気
付
き
ま
せ
ん
。
疲

れ
て
い
る
た
め
だ
ろ
う
と
思
っ
て
内
科

を
受
診
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
査
を
し
て

も
問
題
は
な
い
と
言
わ
れ
、
初
め
て
う

つ
病
を
疑
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

う
つ
病
対
策

　

体
や
心
の
変
化
に
早
く
気
付
き
、
適

切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
う
つ
病
は

治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
う
つ
病
は
休

養
が
大
切
で
す
の
で
、
無
理
な
外
出
や

気
分
転
換
な
ど
は
勧
め
ず
、
本
人
の
話

を
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

本
市
で
平
成
19
年
中
に
、
自
殺
で
亡

く
な
っ
た
人
の
数
は
こ
れ
ま
で
で
最
も

多
く
、深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
“
う

つ
病
”。
決
し
て
特
別
な
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ほ
っ
て
お
く
と
自
殺
に

至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま

ず
専
門
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

都
城
市
の
自
殺
の
現
状

　

自
殺
で
亡
く
な
る
人
の
数
は
平
成
10

年
以
降
急
増
し
、
全
国
で
毎
年
３
万
人

を
超
え
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
平
成
19

年
中
に
自
殺
し
た
人
の
数
は
66
人
。
ま

た
、
自
殺
未
遂
者
は
自
殺
し
た
人
の
10

倍
に
の
ぼ
る
と
推
定
さ
れ
、
多
く
の

人
々
の
健
康
を
脅
か
す
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

自
殺
の
背
景
に
あ
る
“
う
つ
”

　

自
殺
の
原
因
は
、
健
康
問
題
や
多
重

債
務
と
い
っ
た
経
済
的
問
題
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
自
殺
者
が
う
つ
病
に

か
か
っ
て
い
た
り
、
心
の
問
題
を
抱
え

て
い
た
り
し
て
、
恥
ず
か
し
い
、
人
に

知
ら
れ
た
く
な
い
な
ど
の
思
い
か
ら
、

病
院
を
受
診
し
て
い
な
い
と
い
う
調
査

結
果
も
出
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
う
つ
病
対
策

が
自
殺
予
防
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

うつ病を疑うサイン あなたは大丈夫？

　

放
置
し
て
う
つ
病
が
深
刻
化
し
て
し

ま
う
と
、
自
殺
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
た

め
に
も
家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
が
普
段

か
ら
気
を
配
り
、
心
の
異
変
に
少
し
で

も
早
く
気
付
い
て
く
だ
さ
い
。

① 毎日の生活に充実感がない
② これまで楽しんでできたことが、今では楽しめなくなった
③ 以前は楽にできていたことが、今ではおっくうに感じられる
④ 自分は役に立つ人間だと考えることができない
⑤ わけもなく疲れたような感じがする
⑥ 死について何度も考えることがある
⑦ 気分がひどく落ち込んで、自殺について考えることがある
⑧ 家族が亡くなるなど、つらいと思ったことがある

※下段のチェック方法で、自己診断をしてみましょう

○
月
×
日
（
△
曜
日
）こんなふうに

感じたこと
ありませんか

うつ病の自己チェック
　上段の①〜⑧の
質問について、自
己診断の結果を右
の表に当てはめた
とき、３段階のい
ずれかで判断基準
に該当し、日常生活に支障が出ている人
はうつ病の可能性があります。
　一度専門医に相談してみましょう。

項目 該当項目

①〜⑤ ２項目以上

⑥・⑦ １項目以上

⑧ １項目以上

一人で悩まず、早めの相談を
〈電話相談窓口〉

●こころの電話
月〜金曜日　９時〜 19 時

（祝日・年末年始を除く）　
☎０９８５−３２−５５６６

●鹿児島いのちの電話
※ 24 時間対応
☎０９９−２５０−７０００

●宮崎自殺防止センター
水・金・日曜日　20 時〜 23 時
☎０９８５−７７−９０９０

〈相談機関〉
　●都城保健所　☎２３−４５０４

●宮崎県精神保健福祉センター
※要予約　
☎０９８５−２７−５６６３

●福祉課　☎２３−２９８０
●各総合支所健康福祉課

〈相談窓口情報サイト〉
●みやざきこころ青Ｔねっと

http://www.m-aot.net
〈問い合わせ〉　

福祉課　　　☎２３−２９８０
都城保健所　☎２３−４５０４
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ご
み
処
理
中
の
火
災
が
多
発

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、
本
市
お

よ
び
三
股
町
か
ら
排
出
さ
れ
る
燃
や
せ

な
い
ご
み
や
不
燃
性
粗
大
ご
み
を
破
砕

機
で
小
さ
く
砕
き
、
こ
の
中
か
ら
資
源

で
あ
る
鉄
や
ア
ル
ミ
を
取
り
出
し
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
破
砕
作
業
中

に
ぼ
や
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

原
因
は
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

　

火
災
の
主
な
原
因
は
、
ご
み
を
破
砕

す
る
時
に
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
し

て
捨
て
ら
れ
た
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス

プ
レ
ー
缶
、
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
な
ど

に
残
っ
て
い
た
ガ
ス
に
引
火
す
る
た
め

で
す
。
こ
の
よ
う
な
火
災
が
発
生
す
る

と
消
火
作
業
に
時
間
が
か
か
り
、
本
来

の
ご
み
処
理
作
業
に
支
障
を
き
た
し
ま

す
。
過
去
に
は
約
１
カ
月
間
、
ご
み
の

破
砕
処
理
が
停
止
し
た
事
例
も
発
生
し

て
い
ま
す
。
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス
プ

レ
ー
缶
は
、
必
ず
穴
を
開
け
て
資
源
ご

み
と
し
て
出
し
、
ラ
イ
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
中
の
ガ
ス
を
使
い
切
っ
て
燃
や
せ

な
い
ご
み
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

リ
サ
イ
ク
ル
は
一
人
一
人
の
心
掛
け

　

平
成
20
年
度
に
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

へ
搬
入
さ
れ
た
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
量

は
約
１
万
80
㌧
。
そ
の
中
に
は
、
本
来

は
資
源
ご
み
で
あ
る
空
き
缶
、
空
き

び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
白
色
ト
レ
イ

が
多
量
に
混
入
し
て
い
ま
す
。
資
源
ご

み
を
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
一
緒
に
出
す

と
、
大
切
な
資
源
を
不
燃
物
と
一
緒
に

最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て
処
理
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

燃
や
せ
な
い
ご
み
か
ら
取
り
出
し
た
空

き
缶
な
ど
は
不
純
物
が
混
ざ
っ
て
い
て

再
利
用
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
一
人
一

人
の
分
別
の
心
掛
け
が
ご
み
の
減
量
や

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
絵
画
・

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

●
応
募
作
品

　

絵
画
部
門　

四
つ
切
り
画
用
紙

　

作
文
部
門　

４
０
０
字
詰
め
原
稿

　
　
　
　
　
　

用
紙
３
枚
以
内

●
応
募
資
格　

本
市
お
よ
び
三
股
町

　

の
小
中
学
生

●
募
集
期
間　

８
月
１
日
㈯
〜

　
　
　
　
　
　

９
月
５
日
㈯

●
問
い
合
わ
せ　

　

さ
い
せ
い
館　

☎
36

−

３
９
０
０

ガスボンベなどに残ったガスに引火して、火災が
起きると消火活動に 30 分以上かかりごみ処理作
業に支障をきたします。適切なごみの処理を心掛
けてください。また、さいせい館では、廃材によ
るステンドグラス作りや牛乳パックを材料とした
紙すき、環境についてのクイズコーナーなどが設
けてあります。夏休み期間中に、家族みんなで体
験して、環境について考えてみませんか？

リサイクルプラザ職員
飯塚　哲朗さん

分
別
の
大
切
さ
を

家
族
と
み
ん
な
で
考
え
て

リサイクルプラザでは、燃やせないごみの破砕処理中に毎月のように火災が発
生しています。この危険性を防ぐとともに限りある資源を守るため正しいごみ
の出し方や分別に努めましょう　●問い合わせ　環境施設課　☎23−3319

～
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
か
ら
の
お
知
ら
せ
～

Interview

さ
い
せ
い
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

混
ぜ
た
ご
み
か
ら

　
　
　

思
わ
ぬ
事
故
！

混ぜるな危険！
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平
成
19
年
度
に
開
設
し
た
上
長
飯

霊
地
公
園
墓
地
の
利
用
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
上
長
飯
霊
地
公
園
墓
地

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
市
営
墓
地
に
は

な
か
っ
た
４
つ
の
特
徴
が
あ
り
ま

す
。

①
完
全
管
理
型
施
設

　

周
囲
を
フ
ェ
ン
ス
で
囲
み
、
出
入

り
口
を
制
限
。
門
扉
の
開
閉
時
間
を

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
墓
石
へ
の
い

た
ず
ら
や
置
き
引
き
、
車
上
荒
ら
し

な
ど
の
犯
罪
を
防
ぎ
ま
す
。

②
人
に
優
し
い
施
設

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
利
用
に
配

慮
し
て
、
駐
車
場
か
ら
墓
地
区
画
ま

で
段
差
の
な
い
作
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
施
設
内
の
ト
イ
レ
は
、

赤
ち
ゃ
ん
連
れ
や
車
い
す
の
人
の
利

用
も
可
能
で
す
。

③
環
境
に
配
慮
し
た
施
設

　

施
設
内
の
駐
車
場
や
雨
水
側
溝
は

浸
透
性
の
あ
る
材
質
で
地
下
水
保
全

に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

④
公
園
を
併
設

　

公
園
を
併
設
し
た
墓
地
は
、
市
内

で
は
初
め
て
で
す
。
利
用
者
の
休
憩

場
所
と
し
て
、
ほ
か
に
あ
ず
ま
や
・

ベ
ン
チ
も
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
新
築
住

宅
へ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
れ
以
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅

に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
５
月
31
日

ま
で
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
火
災
は
い
つ
発
生
す
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
家
族
の
命
を
守
る
た

め
に
一
日
で
も
早
く
設
置
し
ま
し
ょ

う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は

ど
ん
な
も
の
？

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
煙
や
熱

を
感
知
し
火
災
の
発
生
を
警
報
ブ

ザ
ー
や
音
声
に
よ
っ
て
知
ら
せ
て
く

れ
ま
す
。
就
寝
中
な
ど
の
気
付
き
に

く
い
状
況
で
も
い
ち
早
く
避
難
で
き

る
た
め
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
亡
な

ど
最
悪
の
事
態
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

利
用
条
件

・
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

・
使
用
料（
40
万
円
）と
管
理
料
（
５

　

年
分
１
万
５
、０
０
０
円
）を
一
括

　

納
入
で
き
る
人

施
設
の
概
要

所
在
地　

上
長
飯
町
２
８
３
番

区
画
数　
１
、３
１
０
区
画

駐
車
台
数　

57
台

開
放
時
間　

３
月
〜
９
月
は
６
時
〜
18
時

10
月
〜
２
月
は
７
時
〜
17
時

●
問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課　

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

−

２
１
３
０

ど
こ
に
取
り
付
け
れ
ば
い
い
の
？

　

寝
室
と
し
て
利
用
す
る
す
べ
て
の

部
屋
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
２
階
に

寝
室
が
あ
る
場
合
は
階
段
に
設
置
が

必
要
で
す
。
さ
ら
に
避
難
経
路
と
な

る
廊
下
や
階
段
、
台
所
に
も
設
置
す

る
と
安
心
で
す
。

ア
パ
ー
ト
や
賃
貸
住
宅
は

誰
が
取
り
付
け
る
の
で
す
か
？

　

所
有
者
（
家
主
）、
管
理
者
ま
た

は
占
有
者
（
入
居
者
）
の
い
ず
れ
か

が
取
り
付
け
、
維
持
管
理
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
借
家
を
例
に
と
る

と
、
家
主
が
所
有
権
、
入
居
者
が
占

有
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
双

方
に
義
務
が
あ
り
ま
す
。
賃
貸
借
契

約
な
ど
の
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
、
家
主
と
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

ど
こ
で
販
売
し
て
い
る
の
？

　

電
器
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
購
入
で
き
ま
す
。
購
入
す
る
際
に

は
、
日
本
消
防
検
定
協
会
の
検
査
に

合
格
し
た
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
付
き
の
も
の

を
選
び
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

　

消
防
局
予
防
課 

☎
22

−

８
８
８
４

国道２２２号を木工団地から三股町方面へ約１．５㌔

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
早
期
設
置
で
安
全
な
住
ま
い
を
！

上
長
飯
霊
地
公
園
墓
地
の
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

住宅用火災警報器の値段
は 4,000 円 〜 7,000 円
が主流

11 Miyakonojo City Public Relations 2009.8



　

９
月
か
ら
短
期
（
全
４
回
）
の
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
に
は
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
定
員
に
達
し
な

い
場
合
は
、
開
催
し
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
参
加
希
望
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
定
員　

各
講
座
10
〜
20
人

●
対
象
者　

一
般
成
人
の
初
心
者

●
受
講
料　

無
料
（
教
材
費
は
別
途

必
要
）

●
講
座
名
・
場
所
・
日
時
・
締
切
日

表
装
（
絵
手
紙
掛
け
な
ど
）　

中
央
公
民
館

毎
週
金
曜
日
（
９
月
18
日
㈮
〜
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

締
切
日　

8
月
25
日
㈫

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー

祝
吉
地
区
公
民
館

第
１
・
３
金
曜
日
（
９
月
４
日
㈮
〜
）

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

締
切
日　

８
月
25
日
㈫

ヨ
ガ　
　
　
　

五
十
市
地
区
公
民
館

毎
週
火
曜
日
（
９
月
１
日
㈫
〜
）

10
時
〜
12
時

締
切
日　

８
月
22
日
㈯

親
子
ビ
ク
ス
（
子
ど
も
１
歳
半
～
３
歳
）

横
市
地
区
公
民
館

第
２
・
４
土
曜
日
（
９
月
12
日
㈯
〜
）

10
時
〜
11
時
30
分

締
切
日　

９
月
２
日
㈬

実
用
書
道

沖
水
地
区
公
民
館

第
１
・
３
水
曜
日
（
９
月
２
日
㈬
〜
）

10
時
〜
12
時

締
切
日　

８
月
23
日
㈰

健
康
体
操
・
３
Ｂ
体
操

志
和
池
地
区
公
民
館

毎
週
木
曜
日
（
９
月
３
日
㈭
〜
）

19
時
30
分
〜
21
時

締
切
日　

８
月
25
日
㈫

草
木
染
め

西
岳
地
区
公
民
館

第
１
・
３
月
曜
日
（
９
月
７
日
㈪
〜
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

締
切
日　

８
月
28
日
㈮

手
打
ち
パ
ス
タ
料
理

山
之
口
地
区
公
民
館

第
４
金
曜
日
（
９
月
25
日
㈮
〜
）

10
時
〜
12
時

締
切
日　

９
月
15
日
㈫

と
ん
ぼ
玉
作
り

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

第
２
・
４
金
曜
日
（
９
月
11
日
㈮
〜
）

19
時
〜
21
時

締
切
日　

９
月
１
日
㈫

編
物
（
手
編
み
）

東
霧
島
地
区
多
目
的
集
会
所（
高
崎
）

第
１･

３
木
曜
日
（
９
月
３
日
㈭
〜
）

10
時
〜
12
時

締
切
日　

８
月
25
日
㈫

※
各
講
座
と
も
締
切
日
ま
で
に
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い

生
涯
学
習
初
級
講
座
が
始
ま
り
ま
す

　

既
存
施
設
の
効
率
的
な
利
用
と
、

利
用
者
負
担
の
公
平
化
、
均
衡
化
を

目
的
と
し
て
使
用
料
の
改
定
を
行
な

い
ま
す
。
新
し
い
使
用
料
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
施
設
】

　

中
央
公
民
館
、
小
松
原
地
区
公
民

館
、
妻
ヶ
丘
地
区
公
民
館
、
祝
吉
地

区
公
民
館
、
五
十
市
地
区
公
民
館
、

横
市
地
区
公
民
館
、
沖
水
地
区
公
民

館
、
志
和
池
地
区
公
民
館
、
庄
内
地

区
公
民
館
、
西
岳
地
区
公
民
館
、
中

郷
地
区
公
民
館
、
山
之
口
地
区
公
民

館
、高
城
地
区
公
民
館
分
館
（
石
山
・

有
水
・
四
家
）、
高
崎
地
区
公
民
館
、

高
崎
地
区
公
民
館
分
館
（
前
田
・
東

霧
島
・
縄
瀬
・
江
平
・
笛
水
）、
山

田
総
合
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
教
育
集
会
所
（
梅
北
・

広
原
・
高
崎
・
笛
ヶ
水
）

※
た
だ
し
、
高
城
地
区
公
民
館
に
つ

　

い
て
は
５
月
１
日
か
ら
新
し
い
使

　

用
料
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま

　

す
。

【
使
用
料
の
主
な
変
更
点
】

①
利
用
時
間
の
区
分
が
『
朝
・
昼
・

夜
の
時
間
帯
』
か
ら
『
１
時
間
単

位
』
へ

②
超
過
時
間
の
取
り
扱
い
が
『
１
時

間
切
り
上
げ
』
か
ら
『
30
分
以
内

は
0.5
時
間
、
30
分
超
は
１
時
間
』

へ
③
部
屋
の
広
さ
に
よ
る
料
金
設
定
と

な
り
ま
し
た

④
多
目
的
ホ
ー
ル
を
体
育
用
と
し
て

利
用
す
る
場
合
は
体
育
施
設
と
同

様
の
取
り
扱
い
に
な
り
ま
す

【
開
館
時
間
】

○
９
時
〜
22
時

【
休
館
日
】

○
１
月
１
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で

○
12
月
29
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

○
毎
月
第
３
日
曜
日　

た
だ
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
毎
週

月
曜
日

○
そ
の
ほ
か
、
市
長
お
よ
び
教
育
委

員
会
ま
た
は
指
定
管
理
者
が
定
め

る
日

暮らし
10
月
１
日
か
ら
社
会
教
育
施
設
の
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

8

◎
申
し
込
み　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城　

☎
23

−

４
０
８
０

●
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館　

☎
24

−

５
９
６
９

総
合
支
所
管
内
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
各
総
合
支
所

教
育
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

学 び

1�2009.8



　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳
か
ら
74
歳

の
人
が
平
成
21
年
８
月
１
日
以
降
使
用
す
る
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
（
保
険
証
）

を
、
７
月
末
に
発
送
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
保
険
証
に
は
、
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担

割
合
に
つ
い
て
、「
２
割　

※
平
成
22
年
３
月
末
日

ま
で
は
１
割
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
に
お
い
て
、
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら

医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
割
合
が
１
割
か
ら
２
割
に

引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
が
予
定

さ
れ
て
い
る
た

め
で
す
。

　

た
だ
し
、
自

己
負
担
割
合
の

引
き
上
げ
に
つ

い
て
は
、
今
後

国
に
お
い
て
凍

結
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
り
ま

す
。
凍
結
さ
れ

た
場
合
は
、
平

成
22
年
３
月
ま

で
に
保
険
証
の

差
し
替
え
を
送

付
し
ま
す
。

国 保
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼
高
齢

受
給
者
証
の
記
載
内
容
に
つ
い
て

　
「
霧
島
の
詩
人
」
と
称
さ
れ
、「
南
の
宮
沢
賢
治
」

と
た
た
え
ら
れ
、
ま
た
、
多
く
の
校
歌
を
作
詞
し

て
い
る
郷
土
が
生
ん
だ
詩
人
を
顕
彰
し
て
、「
富

松
良
夫
賞
」
創
作
詩
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

●
募
集
期
間　

９
月
１
日
㈫
ま
で（
図
書
館
必
着
）

●
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
市
内
に
通

学
・
通
勤
し
て
い
る
人

●
応
募
作
品

⑴
課
題
テ
ー
マ
「
霧
島
」
の
部　

⑵
自
由
テ
ー
マ
の
部

●
応
募
方
法　

⑴
形
式
や
長
さ
は
問
い
ま
せ
ん
。

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
を
使
用

⑵
各
部
門
ご
と
に
１
人
１
点
ま
で

⑶
作
品
に
は
部
門
、
住
所
、
学
校
名
・
職
業
、
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
電
話
番
号
を
明
記

●
そ
の
他　

入
賞
者
に
は
、
賞
状
と
図
書
カ
ー
ド

を
贈
呈
し
ま
す
。
ま
た
、
応
募
作
品
の
返
却
は
行

い
ま
せ
ん
。
作
品
の
著
作
権
は
受
領
と
同
時
に
市
立

図
書
館
に
帰
属
し
ま
す

※
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

●
応
募
先　

都
城
市
立
図
書
館
「
富
松
良
夫
賞
」

係
（
〒
885

−

０
０
７
３　

姫
城
町
7

−

22
）
ま
で

郵
送
ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い

　

通
常
の
開
庁
時
間
に
来
ら
れ
な
い
人
の
た
め

に
、
毎
週
木
曜
日
に
証
明
発
行
窓
口
の
受
付
時
間

を
延
長
し
て
い
ま
す
。
仕
事
帰
り
な
ど
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
延
長
す
る
時
間　

19
時
ま
で

※
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
は
除
き
ま
す

●
取
扱
業
務

①
証
明
書
発
行
〜
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証

明
書
、
戸
籍
の
謄
本
・
抄
本
・
附
票
、
年
金
は

が
き
、
外
国
人
登
録
記
載
事
項
証
明
書
（
本
人

に
限
る
）、
自
動
車
臨
時
運
行
許
可
、
所
得
・

課
税
・
納
税
・
資
産
な
ど
の
各
種
税
証
明
書

※
一
部
発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

②
印
鑑
登
録
申
請

●
そ
の
他　

住
民
異
動
届
お
よ
び
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
発
行
は
、
通
常
の
開
庁
時
間
で
の
受
け

付
け
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
戸
籍
届
出
は
窓
口
延
長
の
と
き
で
も
夜

間
受
付
（
警
備
員
室
）
で
取
り
扱
い
ま
す
。

※
各
総
合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
従

　

来
ど
お
り
17
時
15
分
ま
で
の
受
け
付
け
と
な
り

　

ま
す
。

　

申
請
の
際
に
本
人
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

運
転
免
許
証
な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い

暮らし

毎
週
木
曜
日

19
時
ま
で
市
民
課
窓
口
延
長

文 化
富
松
良
夫
賞

創
作
詩
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

国民健康保険被保険者証高齢受給者証
   有効期限　平成２２年７月３１日
記号番号　　　　００１２３４５６　　　　　　　性別　男
氏　　名　　　　都城　太郎
生年月日　　　　昭和１４年５月１日　　一部負担金の割合
資格取得年月日　平成１０年４月１日　　　　　　　　２割
交付年月日　　　平成２１年８月１日　※平成２２年３月末日
発行期日　　　　平成２１年８月１日　　までは　　　１割
住　　所　　　　都城市姫城町６街区２１号
世帯主氏名　　　都城　太郎
保険者番号　　　４５００２３　　　　　保険者名　都城市

●
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課　

☎
23

−

２
６
３
４

●
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

☎
23

−
２
１
２
８

●
問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館　

☎
22

−

０
２
３
９
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全
身
泥
ま
み
れ
の
珍
プ
レ
ー
に
大
爆
笑

高
崎
町
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭

　

ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭
が
６
月

７
日
、
高
崎
町
の
水
田
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
同
祭
に
は
、
一
般
・
女
子
・
混
成

の
部
の
３
部
門
に
県
内
外
か
ら
41
チ
ー

ム
２
４
４
人
が
参
加
。
選
手
た
ち
は
、

水
着
や
看
護
師
の
制
服
な
ど
思
い
思
い

の
服
装
に
着
替
え
て
、
全
身
泥
だ
ら
け

に
な
り
な
が
ら
ボ
ー
ル
を
追
っ
て
い
ま

し
た
。
岩
崎
和
男
さ
ん
（
山
之
口
町
）

は
「
プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
て
、
泥
の
中
に

突
っ
込
み
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
発
散
に

な
り
ま
す
ね｣

と
真
っ
黒
に
な
っ
た
顔

に
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

午
後
か
ら
は
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
も
行
わ

れ
会
場
は
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

幻
想
的
な
明
か
り
で
過
ご
す
特
別
な
夜

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

　

地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
を
目
的
に
電

気
を
消
し
て
ろ
う
そ
く
の
明
か
り
で

ゆ
っ
た
り
と
し
た
夜
を
過
ご
そ
う
と

「
ア
ー
リ
ー
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
」
が
６
月

20
日
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で
開

か
れ
ま
し
た
。
同
行
事
は
夏
至
と
冬
至

に
全
国
的
に
行
わ
れ
る
「
１
０
０
万
人

の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
の
一
環
と
し

て
開
催
。照
明
を
落
と
し
た
会
場
で
は
、

５
０
０
個
を
超
え
る
竹
灯
ろ
う
に
明
か

り
を
と
も
し
た
り
、
関
係
者
ら
も
浴
衣

姿
に
着
替
え
た
り
と
雰
囲
気
を
演
出
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ピ
ア
ノ
演
奏
な

ど
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
観
客
を
幻
想
的

な
雰
囲
気
に
引
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

緑
で
つ
な
が
る
市
民
と
大
学

第
２
回
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

緑
化
に
よ
る
潤
い
あ
ふ
れ
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
、
南
九
州
大
学
都
城

キ
ャ
ン
パ
ス
で
６
月
20
日
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
学
生
や
大
学
通
り
会
、
か
た
ら
ん

花か

な
ど
の
団
体
、
市
民
ら
約
80
人
が
参

加
し
、
車
い
す
に
も
配
慮
し
花
壇
の
高

さ
を
工
夫
し
た
ヒ
ー
リ
ン
グ
ガ
ー
デ
ン

（
癒
や
し
の
庭
園
）
の
紹
介
や
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
福
岡
信さ
ね
み
つ允
さ
ん（
南
九
大
１
年
）

は
、「
ヒ
ー
リ
ン
グ
ガ
ー
デ
ン
は
市
民

に
も
開
放
し
て
い
る
の
で
、
も
っ
と
利

用
し
て
ほ
し
い
」
と
、
緑
か
ら
始
ま
る

市
民
と
の
交
流
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

お
囃は
や
し子
に
乗
っ
て
寄
席
が
や
っ
て
き
た

小
学
校
巡
回
寄
席

　

小
学
生
が
日
本
の
古
典
芸
能
で
あ
る

落
語
に
親
し
む
巡
回
寄
席
が
６
月
23
日

か
ら
26
日
の
４
日
間
、
市
内
の
小
学
校

８
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
26
日
に
開

か
れ
た
山
之
口
小
学
校
で
は
、
児
童
ら

が
三
遊
亭
金き
ん
し
ょ
う翔

さ
ん
、
柳
家
一い
っ
き
ん琴

さ
ん

に
よ
る
落
語
「
寿じ
ゅ

限げ

む無
」「
転て
ん

失し

き気
」
を

楽
し
ん
だ
ほ
か
、
鏡か
が

味み

仙せ
ん

花か

さ
ん
の
曲

芸
「
江え

ど戸
太だ
い

神か
ぐ
ら楽
」
で
は
次
々
と
繰
り

出
さ
れ
る
妙
技
に
身
を
乗
り
出
し
て
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。
落
語
を
初
め
て
生

で
見
た
と
い
う
原
裕
太
郎
く
ん
（
５
年
）

は
「
テ
レ
ビ
で
見
る
の
と
は
比
べ
も
の

に
な
ら
な
い
く
ら
い
面
白
か
っ
た
」
と

生
の
古
典
芸
能
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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中
央
通
り
に
元
気
注
入

　
番
街
か
っ
ぱ
元
気
市
　
周
年

　

中
央
通
り
に
か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を

取
り
戻
そ
う
と
地
元
商
店
主
ら
が
毎
月

第
１
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
「
か
っ

ぱ
元
気
市
」
が
10
年
目
を
迎
え
、
７
月

４
日
に
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
と
な
っ
た
12
番
街
付
近
で

は
商
店
街
婦
人
部
に
よ
る
豚
汁
の
振
る

舞
い
や
、
野
菜
や
ホ
オ
ズ
キ
な
ど
を
売

る
露
店
が
並
ん
だ
ほ
か
、
ニ
ジ
マ
ス
の

つ
か
み
取
り
も
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち

が
大
き
な
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

金
澤
紳
一
理
事
長
は
「
各
店
協
力
し
て

大
型
店
と
は
違
っ
た
取
り
組
み
で
中
央

通
り
に
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
」

と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
な
汗
、
健
や
か
な
触
れ
合
い

自
治
公
民
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

山
田
地
区
公
民
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
７

月
５
日
、
山
田
体
育
館
ほ
か
３
会
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
51
回
目
の
今
年
は
、

両
種
目
に
50
チ
ー
ム
、
約
７
０
０
人
が

参
加
。
各
会
場
で
は
選
手
た
ち
が
日
ご

ろ
鍛
え
た
腕
を
競
い
合
い
、
応
援
に
駆

け
つ
け
た
人
た
ち
か
ら
は
大
き
な
声
援

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
溝

口
勝
さ
ん（
北
田
自
治
公
民
館
）は「
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
日
ご
ろ
話
す
機
会

の
な
い
同
じ
地
区
の
若
い
人
た
ち
と
交

流
が
で
き
る
の
が
う
れ
し
い
」
と
伝
統

あ
る
地
区
行
事
を
通
し
て
連
携
が
さ
ら

に
深
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
で
深
ま
る
交
流
の
輪

高
崎
地
区
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
祭

　

高
崎
地
区
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
祭
が

７
月
５
日
、
高
崎
総
合
公
園
な
ど
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
22
回
目
と
な
る
今
年

は
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
自
治
公
民
館
対

抗
競
技
と
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
な
ど
６
種

目
の
公
開
競
技
に
総
勢
約
９
０
０
人
が

参
加
。
選
手
た
ち
は
互
い
の
腕
を
競
い

合
っ
た
り
、
地
区
を
越
え
た
選
手
と
の

交
流
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
に
出
場
し
た
徳
丸

一
夫
さ
ん（
高
坂
自
治
公
民
館
）は「
普

段
の
練
習
の
時
と
は
違
い
、
い
ろ
い
ろ

な
地
区
の
人
と
の
交
流
が
で
き
る
の
が

楽
し
み
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

夏
の
到
来
、
あ
ふ
れ
る
熱
気

お
か
げ
祭
り

　

都
城
に
本
格
的
な
夏
の
到
来
を
告
げ

る
お
か
げ
祭
り
が
、
７
月
８
日
、
９
日

の
２
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
８
日
の
宵

祭
り
で
は
、
そ
ろ
い
の
法
被
を
着
た
跳は
ね

人と

と
呼
ば
れ
る
踊
り
手
が
、
高
さ
約
４

㍍
の
大
灯
ろ
う
山だ

し車
な
ど
と
と
も
に
八

坂
神
社
か
ら
神
柱
宮
ま
で
の
約
１
・
５

㌔
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
ま
た
、
９
日

の
本
祭
り
で
は
、
お
か
げ
太
鼓
と
４
基

の
み
こ
し
も
加
わ
っ
た
行
列
に
、
通
り

を
埋
め
尽
く
し
た
観
客
ら
は
大
興
奮
。

神
柱
宮
の
境
内
で
み
こ
し
の
練
り
上
げ

が
始
ま
る
と
、
祭
り
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
を
迎
え
、
会
場
内
は
熱
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

12
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山
口　

孝た
か

貴き

く
ん

小
学
生
将
棋
名
人
戦
全
国
３
位

プ
ロ
棋
士
へ
の
夢
に
向
か
っ
て
挑
戦
す
る

中
で
上
位
２
人
に
残
り
ま
し
た
。
西

日
本
、
東
日
本
代
表
各
２
人
で
行
わ

れ
た
全
国
大
会
で
は
、
惜
し
く
も
や

ぶ
れ
ま
し
た
が
「
緊
張
し
た
け
ど
、

実
力
は
出
し
切
れ
ま
し
た
」
と
満
足

げ
に
戦
い
を
振
り
返
る
山
口
く
ん
。

　

そ
ん
な
山
口
く
ん
と
将
棋
と
の
出

会
い
は
、
小
学
１
年
の
時
に
父
親
か

ら
将
棋
の
ル
ー
ル
を
教
わ
っ
た
の
が

き
っ
か
け
。
小
学
２
年
か
ら
は
、
三

股
町
に
あ
る
将
棋
道
場
に
週
６
日
は

通
い
腕
を
磨
き
ま
し
た
。

　
「
指
せ
ば
指
す
ほ
ど
、
難
し
さ
を

感
じ
る
け
れ
ど
、
将
棋
は
変
化
が
限

り
な
く
あ
る
。
相
手
の
出
方
も
考
え

て
、
自
分
の
構
想
を
実
現
し
て
い
く

の
が
楽
し
い
」
と
実
戦
練
習
（
対
局
）

や
詰
め
将
棋
、
プ
ロ
棋
士
が
指
し
た

棋
譜
を
並
べ
直
し
戦
法
を
研
究
す
る

棋
譜
並
べ
と
呼
ば
れ
る
３
つ
の
練
習

を
繰
り
返
す
山
口
く
ん
。

　

得
意
な
手
は
、
角
の
方
へ
と
飛
車

を
動
か
す
「
振
り
飛
車
」
で
あ
る
が
、

ど
ん
な
相
手
と
も
臨
機
応
変
に
指
せ

る
よ
う
に
な
り
た
い
と
、
こ
れ
ま
で

と
は
違
う
戦
法
を
練
習
中
で
す
。

　

尊
敬
す
る
棋
士
は
、
佐
藤
康
光
九

段
で
、
型
に
は
ま
ら
ず
自
分
で
局
面

を
切
り
開
い
て
、
新
し
い
手
を
指
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
、
山
口
く
ん
の
目

指
す
将
棋
と
重
な
り
ま
す
。

　
「
将
来
は
、
プ
ロ
の
登
竜
門
で
あ

る
奨
励
会
に
合
格
し
て
プ
ロ
棋
士
に

な
り
た
い
」
と
、
ま
す
ま
す
練
習
に

熱
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

小
学
生
の
将
棋
名
人
を
決
め
る

第
34
回
小
学
生
将
棋
名
人
戦

（
日
本
将
棋
連
盟
主
催
）
が
５
月
３

日
に
東
京
都
の
将
棋
会
館
で
開
催
さ

れ
、山
口
孝
貴
く
ん
（
沖
水
小
６
年
）

が
西
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
、
全

国
３
位
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
へ
の
道
は
県
大
会
、
西

日
本
大
会
の
予
選
で
の
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
の
計
10
試
合
と
い
う
厳
し
い
戦
い

の
連
続
で
し
た
が
、
得
意
の
攻
め
で

順
当
に
勝
ち
進
み
、
西
日
本
代
表
の
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都城商業高等学校

松
﨑　

和
実
（
ま
つ
ざ
き　

か
ず
み
）

プ
ロ
フ
ィ
ル

　

都
城
に
帰
る
と
「
や
り
た
い
事
」

「
行
き
た
い
所
」
が
あ
り
す
ぎ
て
時

間
が
足
り
ず
、
そ
の
ま
ま
東
京
へ
…

が
パ
タ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
。
友
人

と
会
い
、
牟
田
町
へ
出
か
け
た
り
、

母
親
の
手
料
理
な
ど
を
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
食
べ
つ
く
し
た
り
…
。
地

元
で
し
か
味
わ
え
な
い
物
・
事
。
た

く
さ
ん
あ
る
中
で
近
年
よ
く
や
る
の

が
、
近
所
を
歩
く
こ
と
。
結
構
面
白

い
で
す
よ
。
大
人
に
な
る
と
車
が

「
足
」
に
な
り
が
ち
だ
け
ど
、歩
く
と
、

ス
ピ
ー
ド
・
目
線
が
変
わ
り
、
自
分

の
ル
ー
ツ
に
関
わ
る
よ
う
な
事
に
気

付
か
さ
れ
た
り
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た

り
す
る
。
ず
い
ぶ
ん
様
変
わ
り
し
た

と
こ
ろ
も
あ
る
け
ど
、
ふ
と
し
た
所

で
、
ず
っ
と
忘
れ
て
い
た
当
時
の
こ

と
を
鮮
明
に
思
い
出
し
て
新
た
な
発

見
が
あ
っ
た
り
す
る
。

　

有
名
な
建
築
家
の
言
葉
で
「
神
は

細
部
に
宿
る
」
と
い
う
の
が
あ
る
が
、

大
事
な
と
こ
ろ
っ
て
案
外
、
当
た
り

前
の
小
さ
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
帰
省
の
際
は
金
御
岳
に

も
必
ず
行
く
。
こ
こ
は
車
で
。
そ
こ

か
ら
町
を
見
下
ろ
す
と
、
こ
ん
な
小

さ
な
町
で
い
ろ
ん
な
人
に
出
会
い
、

い
ろ
ん
な
事
が
あ
っ
た
も
ん
だ
と
つ

く
づ
く
思
う
。
ま
た
、
タ
イ
ミ
ン
グ

に
よ
る
け
ど
雲
海
。
あ
ん
な
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
で
幻
想
的
な
世
界
を
「
見
せ

て
く
れ
る
」
と
こ
ろ
な
ん
て
、
世
界

的
に
そ
う
は
な
い
で
す
よ
。

　

間
違
い
な
く
「
よ
か
と
こ
」
で
す
。

み
や
こ
ん
じ
ょ
は
。

昭
和
44
年
生
ま
れ
。
都
城
農
業
高
校
卒
。

画
家
。
水
墨
画
を
学
び
国
内
外
で
活
躍
。

２
０
０
５
年
に
「
箔は

く

画が

」
と
い
う
独
自
の
画
法

を
あ
み
出
し
絵
を
制
作
。
２
０
０
９
年
４
月
に

市
立
美
術
館
に
て
個
展
を
開
催
。
現
在
、
高
島

屋
の
企
画
展
に
参
加
、
全
国
を
巡
回
中

【
よ
か
と
こ 

み
や
こ
ん
じ
ょ
】

　

私
た
ち
が
通
う
都
城
商
業
高
校

は
、
女
子
生
徒
が
と
て
も
多
く
、
未

来
の
経
済
を
担
う
商
業
の
専
門
知
識

を
学
べ
る
学
校
で
す
。
学
習
環
境
も

最
新
の
施
設
が
整
っ
て
お
り
、
生
徒

た
ち
は
素
晴
ら
し
い
環
境
下
で
資
格

取
得
や
大
学
へ
の
進
学
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
地
域
と
の
交
流

も
積
極
的
に
行
っ
て
い
て
、
中
心
市

街
地
周
辺
で
行
う
販
売
実
習
（
コ

マ
ー
ソ
ウ
ル
都
商
）
や
生
徒
手
作
り

に
よ
る
ク
ー
ポ
ン
マ
ガ
ジ
ン
「
み
る

く
」
の
作
成
な
ど
、
地
域
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
を
目
指
し
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
文
武
両
道
」
を
目
標
に
、

部
活
動
に
励
む
環
境
も
整
っ
て
い
て
、

運
動
部
・
文
化
部
と
も
に
輝
か
し
い

成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
私
た
ち
都
商
生
徒
会
は
、

「
都
商
改
革　

」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

「
よ
り
快
適
な
ス
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
へ
」

「
行
事
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
」「
質

の
あ
る
都
商
生
へ
」
の
３
つ
の
目
標

を
掲
げ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
都
商
活
性
化
計
画
Ｔ
Ａ

Ｐ
（T

osho A
ctive Project

）」
と

い
う
組
織
を
結
成
し
、
少
人
数
で
は

不
可
能
な
計
画
も
全
校
生
徒
で
取
り

組
み
、
全
員
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
期
の
生
徒
会
役
員
は
５
人
と
少

人
数
で
す
が
、
学
校
を
よ
り
良
く
し

て
い
く
た
め
に
頑
張
っ
て
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
崎
県
立
都
城
商
業
高
等
学
校

上
東
町
31
街
区
25
号

☎
22

−

１
７
５
８

「
生
徒
・
学
校
・
環
境
が
元
気
」

都
城
商
業
高
等
学
校
生
徒
会

◎学校のシンボル
「憩いの中庭」
本校の中庭は、緑も多くきれいに整備されて
いて、生徒たちにとってよい憩いの場となっ
ています。

松
﨑　

和
実
さ
ん
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※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

●
申
込
期
間　

９
月
１
日
㈫
〜
９
月
11
日

㈮　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分　

※
土
・
日

曜
日
は
除
く

問　

畜
産
課　

☎
23

−

２
７
６
９

【
老
人
い
こ
い
の
家
】

●
業
務
内
容　

平
成
22
年
４
月
１
日
〜
平

成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
管
理
運
営

●
応
募
資
格　

法
人
そ
の
他
の
団
体

●
募
集
要
項

８
月
３
日
㈪
〜
８
月
28
日
㈮
の
８
時
30
分

〜
17
時
15
分
に
福
祉
課
で
配
布
（
土
・
日

曜
日
は
除
く
）

●
現
地
説
明
会　

８
月
25
日
㈫　

14
時
〜

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

●
申
込
期
間　

８
月
31
日
㈪
〜
９
月
４
日

㈮　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

問　

福
祉
課　

☎
23

−

３
１
０
２

【
高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
】

●
業
務
内
容　

平
成
22
年
４
月
１
日
〜
平

成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
管
理
運
営

●
応
募
資
格　

法
人
そ
の
他
の
団
体

●
募
集
要
項　

８
月
３
日
㈪
〜
８
月
21
日

㈮
の
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
に
高
城
総
合

支
所
産
業
振
興
課
で
配
布
（
土
・
日
曜
日

は
除
く
）

●
現
地
説
明
会　

８
月
25
日
㈫　

15
時
〜

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

●
申
込
期
間　

９
月
１
日
㈫
〜
９
月
４
日

㈮　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

問　

高
城
総
合
支
所
産
業
振
興
課

　
　

☎
58

−

２
３
１
１

平
成
21
年
度

都
城
市
職
員
採
用
試
験

●
区
分

①
一
般
行
政
職
（
高
卒
程
度
・
土
木
・
電

気
・
美
術
）

②
消
防
吏
員
（
高
卒
程
度
・
救
急
救
命
士
）

●
第
１
次
試
験　

10
月
18
日
㈰

●
内
容　

採
用
人
数
・
試
験
会
場
な
ど
詳

し
い
試
験
案
内
は
、８
月
15
日
発
行
の「
暮

ら
し
の
情
報
」
に
掲
載
し
ま
す

問　

職
員
課　

☎
23

−

２
１
１
９

指
定
管
理
者

【
活
性
化
広
場
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
】

●
業
務
内
容　

平
成
22
年
４
月
１
日
〜
平

成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
管
理
運
営

●
応
募
資
格　

法
人
そ
の
他
の
団
体

●
募
集
要
項　

８
月
３
日
㈪
〜
９
月
２
日

㈬
の
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
に
商
業
観
光

課
で
配
布
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

●
現
地
説
明
会　

８
月
21
日
㈮　

10
時
〜

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

●
申
込
期
間　

８
月
31
日
㈪
〜
９
月
４
日

㈮　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

問　

商
業
観
光
課　

☎
23

−

２
９
８
３

【
カ
ン
ガ
エ
ー
ル
プ
ラ
ザ
】

●
業
務
内
容　

平
成
22
年
４
月
１
日
〜
平

成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
管
理
運
営

●
応
募
資
格　

法
人
そ
の
他
の
団
体

●
募
集
要
項
配
布　

８
月
３
日
㈪
〜
９
月

２
日
㈬
の
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
に
工
業

振
興
課
で
配
布
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

●
現
地
説
明
会　

８
月
20
日
㈭　

10
時
〜

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

●
申
込
期
間　

８
月
31
日
㈪
〜
９
月
４
日

㈮　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

問　

工
業
振
興
課　

☎
23

−
２
７
５
３

【
農
業
伝
承
の
家
】

●
業
務
内
容　

平
成
22
年
４
月
１
日
〜
平

成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
管
理
運
営

●
応
募
資
格　

法
人
そ
の
他
の
団
体

●
募
集
要
項　

８
月
３
日
㈪
〜
８
月
31
日

㈪
の
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
に
農
村
整
備

課
で
配
布
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

●
現
地
説
明
会　

募
集
要
項
配
布
期
間

中
、
随
時
実
施

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

●
申
込
期
間　

８
月
31
日
㈪
〜
９
月
４
日

㈮　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

問　

農
村
整
備
課　

☎
23

−

２
９
８
１

【
食
肉
セ
ン
タ
ー
】

●
業
務
内
容　

平
成
22
年
４
月
１
日
〜
平

成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の
管
理
運
営

●
応
募
資
格　

市
内
に
事
業
所
ま
た
は
事

務
所
を
有
す
る
法
人
も
し
く
は
そ
の
他
の

団
体

●
募
集
要
項　

８
月
５
日
㈬
〜
８
月
26
日

㈬
の
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
に
畜
産
課
で

配
布
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

●
現
地
説
明
会　

８
月
23
日
㈰　

10
時
〜
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み
ん
な
の
人
権
！
思
い
や
り
交
流
プ
ラ
ザ

２
０
０
９
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

●
日
時　

10
月
11
日
㈰　

10
時
〜
16
時

（
雨
天
中
止
）

●
場
所　

神
柱
公
園
多
目
的
広
場

●
募
集
店
舗　

20
店　

申
込
者
多
数
の
場

合
は
抽
選

●
出
店
料　

無
料

●
出
店
ス
ペ
ー
ス　

２
㍍
×
２
㍍

問　

8
月
31
日
㈪
ま
で
に
生
涯
学
習
課

☎
23

−

９
５
４
５　

Fax 
25

−

１
０
４
３

learning@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

　

統
計
知
識
の
普
及
と
統
計
の
表
現
技
術

の
向
上
を
目
的
に
、
統
計
グ
ラ
フ
を
募
集

し
ま
す
。

●
課
題　

自
由

●
規
格　

Ｂ
２
判（
72
・
８
㌢
×
51
・
５
㌢
）

●
そ
の
他　

紙
質
、
色
彩
は
自
由
。
た
だ

し
裏
面
の
板
張
り
な
ど
は
不
可
と
し
ま
す

●
提
出
先　

９
月
８
日
㈫
ま
で
に
宮
崎
県

統
計
協
会
☎
０
９
８
５

−
26 

−
７
０
４
２

問　

宮
崎
県
統
計
協
会
ま
た
は
、
市
情
報

政
策
課　

☎
23

−
２
５
６
２

「
わ
け
も
ん
の
主
張
」
出
場
者

　

有
権
者
に
求
め
ら
れ
る
責
任
感
や
明
る

い
選
挙
推
進
運
動
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
、「
わ
け
も
ん
の
主
張
（
新

有
権
者
発
表
会
）」
を
開
催
し
ま
す
。

※
上
位
入
賞
者
は
県
大
会
に
出
場
し
ま
す

●
対
象　

昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

４
年
４
月
１
日
ま
で
の
生
ま
れ
で
、
原
則

と
し
て
市
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

●
発
表
内
容　
『
有
権
者
と
し
て
感
じ
た

政
治
に
つ
い
て
・
選
挙
に
つ
い
て
』、『
未

来
の
有
権
者
と
し
て
願
う
政
治
に
つ
い

て
・
選
挙
に
つ
い
て
』

●
発
表
時
間　

５
分
程
度
（
４
０
０
字
詰

め
原
稿
用
紙
４
枚
）

問　

９
月
30
日
㈬
ま
で
に
原
稿
を
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局　

☎
23

−
７
８
６
４

都
城
市
環
境
ま
つ
り
実
行
委
員

　

市
民
参
加
型
の
環
境
ま
つ
り
（
11
月
開

催
予
定
）
の
企
画
運
営
を
行
う
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

問　

8
月
21
日
㈮
ま
で
に
環
境
政
策
課

☎
23

−

２
１
３
０　

Fax 

25

−

６
２
０
０

seikatu@
city.m

iyokonojo.m
iyazaki.jp

体
力
テ
ス
ト
参
加
者

●
日
時　

９
月
12
日
㈯　

８
時
30
分
〜

●
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

（
体
育
館
）

●
対
象　

成
年
（
20
〜
64
歳
）

　
　
　
　

高
齢
者
（
65
〜
79
歳
）

●
テ
ス
ト
項
目　

成
年
（
握
力
・
上
体
起

こ
し
・
長
座
体
前
屈
ほ
か
）

高
齢
者
（
握
力
・
上
体
起
こ
し･

長
座
体

前
屈
・
開
眼
片
足
立
ち
ほ
か
）

問　

８
月
28
日
㈮
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課　

☎
23

−

９
５
４
６

地
域
環
境
保
全
功
労
者

　

環
境
美
化
や
ご
み
減
量
化
、自
然
環
境
、

地
球
環
境
な
ど
、
環
境
分
野
全
般
に
わ
た

り
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
団

体
、
事
業
者
、
学
校
、
個
人
な
ど
を
第
４

回
都
城
市
環
境
ま
つ
り（
11
月
開
催
予
定
）

会
場
で
表
彰
し
ま
す
。
※
自
薦
、
他
薦
は

問
い
ま
せ
ん

問　

所
定
の
推
薦
書
を
、
8
月
31
日
㈪

ま
で
に
環
境
政
策
課　

☎
23

−

２
１
３
０　

Fax 

25

−

６
２
０
０ 

seikatu@
city.m

iyokonojo.m
iyazaki.jp

第
56
回
都
城
市
美
展
作
品

●
部
門　

第
１
部
門　

絵
画
（
油
彩
・
水
彩
・
版
画
）・

彫
刻
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

第
２
部
門　

写
真　

第
３
部
門　

書

第
４
部
門　

工
芸

●
会
期　

9
月
11
日
㈮
〜
27
日
㈰

●
応
募
資
格　

都
城
市
・
三
股
町
お
よ
び

鹿
児
島
県
曽
於
市
・
志
布
志
市
・
大
崎
町

の
在
住
者
（
出
身
者
、元
在
住
者
を
含
む
）

な
ら
び
に
通
勤
者
、
通
学
者
と
す
る
。
た

だ
し
、
中
学
生
以
下
は
不
可

●
そ
の
他　

作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も

の
、
１
人
２
点
以
内
（
1
部
門
）

●
出
品
料　

１
点
に
つ
き
１
、５
０
０
円 

※
た
だ
し
、
高
校
生
は
無
料

●
搬
入
日　

8
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰　

9

時
30
分
〜
16
時
30
分　

問　

美
術
館　

☎
25

−

１
４
４
７
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第
４
回
き
り
し
ま
ん
ぢ
だ　

ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

●
日
時　

９
月
６
日
㈰　

 

８
時
30
分
〜

●
場
所　

高
崎
総
合
公
園 

●
対
象　

小
学
4
年
生
〜
中
学
3
年
生
の

男
女　

※
小
学
生
は
親
子
の
部
あ
り

●
参
加
料　

２
、０
０
０
円
（
親
子
の
部 

４
、０
０
０
円
）

●
種
目　

小
学
生
の
部
（
小
４
〜
６
）

ス
イ
ム
１
０
０
㍍
、
バ
イ
ク
３
・
４
㌔
、

ラ
ン
1
㌔

中
学
生
の
部
（
中
１
〜
３
）

ス
イ
ム
１
５
０
㍍
、
バ
イ
ク
5
㌔
、
ラ
ン

1
・
5
㌔

家
族
リ
レ
ー
の
部

ス
イ
ム
１
０
０
㍍
、
バ
イ
ク
3
・
4
㌔
、

ラ
ン
1
㌔

　

８
月
17
日
㈪
ま
で
に
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
実
行
委
員
会
（
〒
885

−

０
０
７
１

中
町
１
街
区
７
号
７
階
）
☎
23

−

０
５
０
２

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時　

８
月
27
日
㈭　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

都
城
コ
ー
ロ
・
ブ
リ
ラ
ン
テ　

　
　
　
　
（
女
性
コ
ー
ラ
ス
）

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23

−

３
１
７
４

広
報
プ
レ
ゼ
ン
ト
寄
付
者

　
「
広
報
都
城
」
広
報
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
寄

付
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。

●
事
業
所
の
要
件　

市
内
に
店
舗
ま
た
は
工
場
を
有
す
る
も
の

●
寄
付
し
て
も
ら
う
商
品

金
額
が
２
、０
０
０
円
以
上
、
５
、０
０
０

円
未
満
の
も
の
で
、
市
内
で
製
造
・
加
工

し
て
い
る
食
品
や
工
芸
品
、
化
粧
品
な
ど

の
ほ
か
商
品
券
な
ど
の
金
券

●
そ
の
他

寄
付
の
回
数
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23

−

３
１
７
４

雇
用
創
造
先
導
的
創
業
等
奨
励
金

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
予
定
者

　

雇
用
創
造
先
導
的
創
業
等
奨
励
金
の
支

給
対
象
と
な
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
密
着

型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
お
よ
び
創
業
等

予
定
者
を
公
募
し
ま
す
。

●
対
象　

都
城
市
、
三
股
町
に
お
い
て
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
お
よ
び
創
業
予
定
者

●
募
集
要
項
配
布
期
間　

８
月
17
日
㈪
〜

28
日
㈮　

８
時
30
分
〜
17
時

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

●
募
集
要
項
配
布
場
所　

都
城
地
域
雇
用

創
造
協
議
会
事
務
局　

市
役
所
東
館
５
階

※
都
城
市
、
三
股
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す

　

９
月
11
日
㈮
ま
で
に
都
城
地
域
雇
用

創
造
協
議
会　

☎
23

−

２
４
１
２

人
権
に
関
す
る
標
語

●
対
象　

市
内
に
居
住
、
勤
務
ま
た
は
通

学
す
る
人
（
小
学
生
以
上
）

　

９
月
11
日
㈮
ま
で
に
、
は
が
き
、
ま

た
は
生
涯
学
習
課
、
各
総
合
支
所
、
各
地

区
公
民
館
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
標

語
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
住
所
、
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
生
涯
学
習
課
（
〒
885

−
８
５
５
５
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
く
だ

さ
い　

☎
23

−

９
５
４
５

若
者
定
住
宅
地
分
譲

●
募
集
区
画
数　

１
区
画

●
住
所　

山
田
町
山
田
９
５
８
７
番
44

●
面
積　

３
９
２
・
５
平
方
㍍

●
価
格　

１
１
８
万
９
、０
０
０
円

●
申
込
資
格　

満
18
歳
以
上
で
、
家
族
構

成
人
員
が
、
２
人
以
上
で
あ
る
こ
と

●
募
集
期
間　

８
月
17
日
㈪
〜

　
　
　
　
　
　

９
月
４
日
㈮

●
契
約
者
の
決
定　

申
込
者
が
２
人
以
上

の
場
合
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
決
定

問　

山
田
総
合
支
所
総
務
課

　

☎
64

−

１
１
１
１
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夏
休
み
！
盲
導
犬
わ
く
わ
く
塾
プ
ラ
ス

●
日
時　

８
月
25
日
㈫　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

小
中
高
生
15
人
（
先
着
順
）

※
親
子
や
大
人
だ
け
の
参
加
も
可

●
内
容　

盲
導
犬
啓
発
コ
ー
ナ
ー
、
視
覚

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験
ほ
か

問　

８
月
19
日
㈬
ま
で
に
都
城
点
字
図

書
館　

☎
26

−

１
９
４
８

高
城
観
音
池
ま
つ
り

●
日
時　

８
月
30
日
㈰　

14
時
〜　

※
小
雨
決
行
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
は
高
城

　

総
合
体
育
館
に
て
実
施
。
荒
天
の
場
合

　

は
花
火
の
み
９
月
６
日
㈰
に
延
期

●
場
所　

観
音
池
公
園

●
内
容　

花
相
撲
、
郷
土
芸
能
発
表
、
歌

謡
シ
ョ
ー
、
花
火
大
会
な
ど

※
今
年
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
は
あ
り

　

ま
せ
ん

問　
高
城
観
光
協
会　

☎
58

−
６
９
０
０

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
終
了
後
は
、
ソ
ー
メ
ン

流
し
を
楽
し
め
ま
す
。

●
日
時　

８
月
23
日
㈰　

９
時
集
合

●
集
合
場
所　

八
角
堂
（
ご
ん
だ
の
館
、

安
久
町
）

●
参
加
料　

５
０
０
円
（
保
険
、
ソ
ー
メ

ン
流
し
含
む
）

●
定
員　

50
人　

※
先
着
順

　

８
月
20
日
㈭
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
正

応
寺
ご
ん
だ
の
会　

☎
39

−

３
７
６
０

人
権
啓
発
強
調
月
間
関
連
行
事

【
夏
休
み
ふ
れ
あ
い
映
画
祭
】

●
日
時
・
場
所　

８
月
11
日
㈫　

14
時
〜

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
上
映
作
品　
「
忍
た
ま
乱
太
郎
の
が
ん

ば
る
し
か
な
い
さ
」「
よ
ー
い
ド
ン
！
」

「
ホ
ー
ト
ン　

不
思
議
な
世
界
の
ダ
レ

ダ
ー
レ
」

【
人
権
啓
発
映
画
の
テ
レ
ビ
放
映
】

●
放
送
日
時　

８
月
13
日
㈭　

14
時
5
分

〜
14
時
50
分　

Ｕ
Ｍ
Ｋ
テ
レ
ビ
宮
崎

●
タ
イ
ト
ル　

夢
の
つ
づ
き

問　

生
涯
学
習
課　

☎
23

−

９
５
４
５

Ｓ
Ａ
Ｐ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

「
つ
く
っ
て
み
た
っ
ち
ゃ
が
、

食
べ
っ
み
や
ん
」

●
日
時　

10
月
2
日
㈮　

18
時
30
分
〜
21

時　
（
受
付
開
始
18
時
）

●
場
所　

都
城
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル　

●
内
容　

若
手
農
業
従
事
者
の
集
ま
り
で

あ
る
Ｓ
Ａ
Ｐ
が
作
っ
た
食
材
を
使
っ
た
料

理
や
、
お
楽
し
み
ゲ
ー
ム
な
ど

●
定
員　

40
人
（
年
代
性
別
は
問
わ
ず
）

●
参
加
費　

４
、０
０
０
円

　

９
月
18
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
Ｓ
Ａ
Ｐ
北
諸
県
地
区
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
事
務
局
（
北
諸

県
農
林
振
興
局
内
）

☎
38

−

１
５
５
４　

Fax 

38

−

１
６
１
０

初
級
簿
記
講
習
会

　

簿
記
の
基
本
か
ら
３
級
の
内
容
ま
で
を

分
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

●
日
程　

９
月
11
日
㈮
〜
11
月
９
日
㈪
の

毎
週
、
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
で
、
祝
日

を
除
く
30
日
間　

19
時
〜
21
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
館

●
定
員　

60
人
程
度

●
受
講
料　

３
、０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）

●
申
込
締
切　

開
催
期
間
中
も
随
時
受
付

問　

都
城
商
工
会
議
所

　
　
　

☎
23

−

０
０
０
１

男
女
共
同
参
画

地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
（
無
料
）

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
基
本
理
解
や

地
域
で
す
す
め
る
男
女
共
同
参
画
な
ど
の

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

第
１
回　

10
月
31
日
㈯　

10
時
〜
16
時

第
２
回　

11
月
１
日
㈯　

９
時
〜
15
時

高
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

第
３
回　

11
月
14
日
㈯　

10
時
〜
16
時

三
股
町
中
央
公
民
館

問　

８
月
21
日
㈮
ま
で
に
生
活
文
化
課

　
　
　

☎
23

−

２
１
２
１
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親
と
子
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
後
期
）

●
日
時　

９
月
９
日
㈬
〜
11
月
４
日
㈬
ま

で
の
毎
週
水
曜
日
、お
よ
び
10
月
10
日
㈯
）

（
計
10
回
）
10
時
〜
12
時

●
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

（
体
育
館
）

●
対
象　

今
年
度
中
に
３
歳
ま
た
は
、
４

歳
に
な
る
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

●
定
員　

若
干
名　

※
先
着
順

●
内
容　

体
操
、
ボ
ー
ル
運
動
、
マ
ッ
ト

運
動
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
ほ
か

●
費
用　

１
組
３
、０
０
０
円
（
保
険
料

を
含
む
。子
ど
も
が
２
人
参
加
の
場
合
は
、

４
、０
０
０
円
）

※
申
し
込
み
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場
合

　

も
保
険
料
は
徴
収
し
ま
す

問　

８
月
19
日
㈬
（
９
時
〜
17
時
）
ま

で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
・
氏
名
・

郵
便
番
号
を
明
記
）
で
都
城
地
区
施
設
協
会

☎
24

−

６
４
５
４　

Fax 

24

−

６
４
６
０

み
や
こ
ん
じ
ょ
エ
コ
達
人
講
座

　
「
森
を
散
策
し
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
森
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
な
が
ら
森
を

散
策
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
29
日
㈯　

10
時
〜
12
時
30

分　

雨
天
中
止

●
場
所　

高
城
町 

ど
ん
ぐ
り
１
０
０
０

年
の
森
１
号
地
、
10
号
地
（
予
定
）

●
対
象
・
定
員　

小
学
生
以
上　

20
人

　

８
月
21
日
ま
で
に
環
境
政
策
課

　
　

☎
23

−

２
１
３
０

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

　

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
に
肌
着
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

９
月
７
日
㈪
・
11
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

●
対
象　

妊
娠
中
の
人
と
そ
の
家
族

※
布
代
な
ど
（
５
０
０
円
〜
１
、０
０
０

　

円
）
は
参
加
者
負
担
。
裁
縫
道
具
持
参

問　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

16
㍉
映
写
機

操
作
免
許
取
得
講
習
会
（
無
料
）

●
日
時　

８
月
20
日
㈭　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

図
書
館
３
階
小
会
議
室

●
対
象
・
定
員　

１
職
場
（
団
体
）
２
人

ま
で
、
20
人　

※
先
着
順

　

氏
名
、生
年
月
日
、住
所
、勤
務
先（
所

属
団
体
）、
電
話
番
号
を
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
図

書
館
内
）
☎
・
Fax 

21

−

２
５
６
５

夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い
木
工
教
室

●
日
時　

８
月
16
日
㈰　

8
時
30
分
〜

●
場
所　

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

市
内
在
住
の
小
中
学
生

※
山
之
口
地
域
を
除
く

●
定
員　

15
組

問　

８
月
13
日
㈭
ま
で
に
社
会
福
祉
協

議
会
山
之
口
支
所　

☎
57

−

４
５
７
７

よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

【
着
付
け
教
室
】

●
日
時　

毎
月
第
１
・
３
火
曜
日　

15
時

〜
17
時　
（
日
時
は
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
）

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
学
習
料　

１
回
５
０
０
円
〜
７
５
０
円

（
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）

※
冷
暖
房
費
な
ど
別
途
必
要
で
す

問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

−

４
０
８
０

離
乳
食
教
室

●
日
時　

９
月
11
日
㈮　

９
時
30
分
〜

●
場
所　

山
之
口
シ
ル
バ
ー
ヤ
ン
グ
ふ
れ

あ
い
の
里　

※
要
申
し
込
み

問　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

健
康
教
室
（
無
料
）

●
日
時
・
テ
ー
マ

８
月
21
日
㈮　

15
時
〜
16
時

「
消
化
器
治
療
い
ろ
い
ろ
」

９
月
10
日
㈭　

15
時
〜
16
時
「
肝
臓
病
か

ら
身
を
守
る
」

●
場
所　

三
州
病
院　

３
階
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
室
（
花
繰
町
）

●
定
員　

50
人　

※
要
申
し
込
み

問　

三
州
病
院　

☎
22

−

０
２
３
０
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ま
た
は
実
務
経
験
が
あ
る
人

②
よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

　

業
の
学
習
者
で
、
現
在
活
動
し
て
い
る

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
か
ら
指
導
者
と

　

し
て
推
薦
さ
れ
た
人
。
た
だ
し
、
推
薦

　

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
指
導
分
野
は

　

１
分
野
と
し
、
推
薦
は
１
回
限
り

●
そ
の
他　

カ
ラ
ー
写
真
２
枚
（
縦
４
㌢

×
横
３
㌢
）、
印
鑑
、
筆
記
用
具
を
持
参

問　

８
月
19
日
㈬
ま
で
に
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
23

−

９
５
４
５

健
康
教
室
「
か
く
し
ゃ
く
１
０
０
歳
」

　

自
宅
で
誰
で
も
で
き
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
（
お
茶
の
間
筋
ト
レ
）
で
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

●
場
所
・
日
時　
　
　

【
祝
吉
地
区
公
民
館
】

8
月
18
日
㈫
〜
10
月
13
日
㈫
の
毎
週
火
曜

日　

9
時
30
分
〜
11
時

※
９
月
22
日
㈫
は
除
く　
　

【
沖
水
地
区
公
民
館
】

８
月
20
日
㈭
〜
10
月
８
日
㈭
の
毎
週
木
曜

日　

13
時
30
分
〜
15
時

●
定
員　

20
人　

※
要
申
し
込
み

●
参
加
費　

無
料

問　

介
護
保
険
課　

☎
23

−

３
１
８
４

初
心
者
向
け

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
講
座 

　

初
め
て
日
本
語
を
勉
強
す
る
人
の
た
め

の
講
座
で
す
。
知
り
合
い
の
外
国
人
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
期
日　

９
月
８
日
㈫
〜
12
月
11
日
㈮
の

毎
週
火
・
金
曜
日
（
９
月
18
日
㈮
、
22
日
㈫
、

25
日
㈮
、
10
月
30
日
㈮
、
11
月
３
日
㈫
は
休

み
）、
合
計
23
回
、
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
受
講
料　

１
、０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
・

資
料
代
）

●
定
員　

 

15
人　

※
先
着
順

問　

都
城
国
際
交
流
協
会

☎
23

−

２
２
９
５　

Fax 

23

−

３
２
２
３

m
ia@

city.m
iyakonojo.m

iyazaki.jp

食
育
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

９
月
11
日
㈮　

10
時
30
分
〜
13

時
（
10
時
集
合
）

●
場
所　

都
城
調
理
師
高
等
専
修
学
校

●
内
容　

調
理
実
習
・
試
食
（
県
産
の
食

材
を
使
っ
た
低
栄
養
防
止
料
理
）

●
対
象　

50
歳
以
上
の
人

●
定
員　

30
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

●
持
参
す
る
物　

筆
記
用
具
、エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾

問　

８
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
都
城
調
理
師
高
等
専

修
学
校
☎
22

−
４
６
２
６　

Fax 

22

−

５
７
１
６

都
城
市
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者

認
定
講
習
会
（
無
料
）

　

少
人
数
で
も
学
習
に
参
加
で
き
る
「
よ

か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
指
導
す
る
生
涯
学
習

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
の
登
録
、
認
定

を
行
う
た
め
の
講
習
会
で
す
。

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要

●
日
時　

８
月
21
日
㈮　

19
時
30
分
〜
21

時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館　

視
聴
覚
室

●
参
加
資
格　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
生

涯
学
習
を
指
導
す
る
意
欲
を
も
ち
、
市
内

の
学
習
者
を
指
導
で
き
る
人
で
、
次
の
い

ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
人

①
指
導
分
野
に
関
す
る
資
格
、
指
導
経
歴

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

　

都
城
地
区
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で

は
、
交
通
事
故
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
加
害
者
・
被
害
者
は
問
い
ま
せ

ん
の
で
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
・
場
所

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

市
役
所
東
館
２
階
（
市
民
相
談
室
内
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

−

０
９
４
４

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

８
月
22
日
㈯　

10
時
〜
16
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

交
通
事
故
全
般
に
関
す
る
こ
と

問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

カ
ル
タ
ス
（
中
村
）

　
　

☎
０
９
０

−

８
６
２
３

−

１
９
３
０
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女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

　

女
性
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

●
こ
こ
ろ
の
相
談

　

８
月
18
日
㈫　

14
時
〜
16
時

●
法
律
相
談　

　

８
月
25
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
、
面
接
相
談
は
予
約
が
必

　

要
で
す
。
相
談
に
関
す
る
秘
密
は
守

　

り
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

−

７
１
５
７

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

　

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
に
関
す

る
電
話
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

●
相
談
専
用
電
話　

☎
36

−

０
７
４
０

　
（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）

産
業
財
産
相
談
事
業

特
許
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

８
月
18
日
㈫　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
議
所

●
内
容　

特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、

商
標
な
ど

問　

工
業
振
興
課　

☎
23

−

２
７
５
３

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談
（
無
料
）

　

身
体
測
定
や
、
保
健
師
・
栄
養
士
に

よ
る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
対
象　

１
カ
月
〜
１
歳
未
満 

●
日
時
・
場
所

８
／
20
㈭　

13
時
30
分
〜
14
時

高
崎
総
合
支
所
２
階
大
会
議
室　

８
／
25
㈫　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
地
下
１
階
）

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

問　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

法
律
無
料
相
談

●
日
時　

８
月
19
日
㈬　

18
時
〜
21
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

多
重
債
務
、
サ
ラ
金
関
係
、

金
銭
貸
借
な
ど

●
定
員　

９
人
程
度　

※
要
予
約

問　

宮
崎
県
司
法
書
士
協
会
都
城
支
部

　
　

☎
25

−

３
２
４
０

人
権
相
談

　

人
権
相
談
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
ご
と
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

８
月
17
日
㈪　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

　
　

☎
22

−

０
４
９
０

行
政
相
談

●
日
時　

８
月
20
日
㈭　

９
時
〜
12
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23

−

３
１
７
４

公
正
証
書
遺
言
等
相
談
（
無
料
）

　

相
続
、
遺
言
、
任
意
後
見
契
約
、
賃

貸
借
契
約
、
金
銭
貸
借
契
約
な
ど
の
公

正
証
書
作
成
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。

●
日
時　

８
月
24
日
㈪
・
26
日
㈬

９
時
〜
19
時　

８
月
25
日
㈫
・
27
日
㈭　

９
時
〜
17
時

※
12
時
〜
13
時
は
除
く

●
場
所　

都
城
公
証
人
役
場

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
予
約
が
必
要

　

で
す

問　

都
城
公
証
人
役
場　

　
　

☎
22

−

１
８
０
４

●
５
つ
の
「
共
感
活
動
」

◎
共
遊　

地
域
行
事
な
ど
に
参
加
し

　

て
、
親
子
で
遊
び
ま
し
ょ
う

◎
共
食　

楽
し
く
語
ら
い
な
が
ら
、
家

　

族
一
緒
に
食
事
を
し
ま
し
ょ
う

◎
共
話　

１
日
の
出
来
事
な
ど
を
親
子

　

で
話
し
ま
し
ょ
う

◎
共
汗　

ス
ポ
ー
ツ
や
野
外
活
動
で
、

　

心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う

◎
共
働　

奉
仕
活
動
な
ど
に
積
極
的
に

　

参
加
し
、
一
緒
に
働
き
ま
し
ょ
う

●
そ
の
他　

家
庭
の
日
に
、
子
ど
も
連

れ
で
協
力
店
や
施
設
を
利
用
す
る
と
、

料
金
割
引
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
実
施
日
は
協
力
店
・
施
設
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
優
待
券
を
お
持

ち
く
だ
さ
い

問　

生
涯
学
習
課　

☎
23

−

９
５
４
５

宮
崎
県
中
小
企
業
勤
労
者

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
資
金
融
資
制
度

　

中
小
企
業
で
働
く
人
へ
、
九
州
労
働

金
庫
を
窓
口
と
し
て
、
生
活
資
金
な
ど

を
低
利
率
で
融
資
す
る
制
度
で
す
。

①
教
育
資
金
（
融
資
限
度
額
３
０
０
万

円
）、
②
生
活
資
金
（
融
資
限
度
額

１
０
０
万
円
）、
③
育
児
介
護
休
業
資

金
（
融
資
限
度
額
１
０
０
万
円
）

問　

九
州
労
働
金
庫
宮
崎
県
本
部
ロ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
宮
崎　

☎
０
１
２
０

−

60

−

２
０
８
１　

10
時
〜
19
時
（
土
・
日

曜
日
は
17
時
ま
で
）

毎
月
第
３
日
曜
日
は「
家
庭
の
日
」

　

県
で
は
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に

関
し
家
庭
の
役
割
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、
毎
月
第
３
日
曜
日
を
家

庭
の
日
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

家
庭
の
日
に
は
、
親
と
子
の
心
触
れ

合
う
５
つ
の
共
感
活
動
で
、
家
族
の
き

ず
な
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
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骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

●
対
象　

今
年
度
中
に
40
・
45
・
50
・

55
・
60
・
65
・
70
歳
に
な
る
女
性
。

　

た
だ
し
、
今
年
の
４
月
１
日
以
降
に

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
受
け
た
人
と
骨

粗
し
ょ
う
症
で
治
療
中
の
人
は
除
く

●
定
員　

各
日
程
20
人　

※
申
し
込
み

先
着
順

９
月

２
日
㈬
、
４
日
㈮
、
９
日
㈬
、
11
日
㈮
、

16
日
㈬
、
18
日
㈮
、
25
日
㈮
、
30
日
㈬

10
月

２
日
㈮
、
７
日
㈬
、
９
日
㈮
、
14
日
㈬
、

21
日
㈬
、
23
日
㈮
、
28
日
㈬
、
30
日
㈮

●
受
付　

14
時
〜
14
時
15
分

●
場
所　

都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
（
大
岩
田
町
）

●
内
容　

問
診
・
骨
密
度
測
定
検
査
・

医
師
に
よ
る
結
果
説
明

●
検
診
料　

３
０
０
円

※
70
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
、

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は

　

証
明
書
な
ど
を
提
示
す
れ
ば
検
診
料

　

が
免
除
さ
れ
ま
す

問　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

地
籍
図
（
簿
）
の
閲
覧

　

平
成
20
年
度
実
施
の
地
籍
調
査
で
作

成
し
た
地
籍
図
（
簿
）
に
誤
り
が
な
い

か
確
認
く
だ
さ
い
。
閲
覧
に
は
印
鑑
を

持
参
く
だ
さ
い
。

●
閲
覧
で
き
る
土
地　

美
川
町
お
よ
び

高
野
町
の
一
部

（
滝
ノ
尾
・
大
田
谷
・
俵
迫
・
田
方
）

●
閲
覧
場
所
・
日
時　

①
西
岳
地
区
公
民
館　

８
月
12
日
㈬
〜

21
日
㈮   

９
時
30
分
〜
16
時

※
土
・
日
曜
日
も
閲
覧
で
き
ま
す

②
農
村
整
備
課　

８
月
24
日
㈪
〜
９
月

４
日
㈮　

９
時
〜
16
時

※
土
・
日
曜
日
は
閲
覧
で
き
ま
せ
ん

問　

農
村
整
備
課　

☎
23

−

２
９
８
２

キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
に
よ
る

イ
ヌ
マ
キ
な
ど
の
被
害
対
策

　

キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
は
、
イ
ヌ
マ
キ

（
ラ
カ
ン
マ
キ
）・
ナ
ギ
の
食
葉
害
虫
で
、

年
４
〜
５
回
発
生
し
ま
す
。
葉
が
な
く

な
る
ま
で
食
害
す
る
こ
と
か
ら
、
樹
木

が
枯
死
に
至
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
害
虫
が
市
内
で
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
、
被
害
の
拡
大
が
懸
念
さ

れ
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
飛
び
回
る
成
虫
の
防
除
は
困

難
で
す
の
で
、
イ
ヌ
マ
キ
な
ど
を
よ
く

観
察
し
、
幼
虫
の
早
期
発
見
・
防
除
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

●
防
除
方
法　

少
数
発
生
時
は
、
捕
殺

し
て
く
だ
さ
い
。
大
量
発
生
時
は
、
薬

剤
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
薬
剤
は
、

ト
レ
ボ
ン
乳
剤
（
４
、０
０
０
倍
液
）、

ス
プ
ラ
サ
イ
ド
乳
剤
（
１
、５
０
０
〜

２
、０
０
０
倍
液
）
な
ど
が
効
果
的
で

す
。
な
お
、
薬
剤
散
布
の
際
は
、
飛
散

防
止
対
策
を
行
っ
た
う
え
で
散
布
し
て

く
だ
さ
い

問　

森
林
保
全
課　

☎
23

−

２
１
５
２

北
諸
県
農
林
振
興
局
☎
23

−

４
５
２
３

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
皆
様
へ

第
９
回
特
別
弔
慰
金

　

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受

け
て
い
た
人
が
、
平
成
17
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
の
間
に
亡
く

な
る
な
ど
し
て
、
受
給
権
者
が
い
な
い

場
合
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
遺
族

一
人
に
対
し
、
額
面
24
万
円
、
６
年
償

還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
請

求
期
間
は
平
成
24
年
４
月
２
日
ま
で
で

す
。

●
請
求
窓
口　

福
祉
課
お
よ
び
各
総
合

支
所
健
康
福
祉
課

問　

福
祉
課　

☎
23

−

２
９
８
０

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
「
観
音
さ
く
ら
の
里
」

臨
時
休
業
と
定
休
日
の
変
更

　

温
泉
施
設
定
期
点
検
お
よ
び
殺
菌
消

毒
洗
浄
作
業
の
た
め
、
９
月
８
日
㈫

か
ら
10
日
㈭
の
３
日
間
（
た
だ
し
屋
内

プ
ー
ル
は
11
日
㈮
ま
で
）
臨
時
休
業
し

ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
23
日
㈬
（
秋
分
の
日
）

は
営
業
し
、翌
24
日
㈭
は
休
業
し
ま
す
。

問　

観
音
さ
く
ら
の
里

　
　

☎
29

−

２
１
０
０

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
縦
覧

　

山
田
町
山
田
に
建
設
す
る
新
し
い
ご

み
焼
却
施
設
で
あ
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
環
境
影
響
評
価
準
備
書
（
準
備

書
）
を
縦
覧
し
ま
す
。

●
縦
覧
場
所　

県
環
境
森
林
部
環
境
管

理
課
、
都
城
保
健
所
、
市
環
境
施
設
課
、

市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
各
総
合

支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

●
縦
覧
期
間　

８
月
３
日
㈪
〜
９
月
２

日
㈬
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
８
時
30

分
〜
17
時

●
募
集
意
見　

準
備
書
に
つ
い
て
、
環

境
保
全
の
見
地
か
ら
、
意
見
が
あ
る
人

は
、
書
面
で
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

●
意
見
の
募
集
期
間　

８
月
３
日
㈪
〜

９
月
16
日
㈬

●
意
見
の
提
出
方
法　

縦
覧
場
所
に
設

置
し
て
あ
る
「
意
見
・
情
報
提
出
書
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●
提
出
先　

住
所
、
氏
名
ま
た
は
団
体

名
を
明
記
の
上
、
県
環
境
森
林
部
環
境

管
理
課
、
都
城
保
健
所
、
市
環
境
施
設

課
ま
た
は
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
各
総

合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
住
所
、
氏

名
な
ど
の
記
載
が
な
い
意
見
に
は
、
市

の
考
え
方
を
公
表
し
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す

問　

環
境
施
設
課　

☎
23

−

３
３
１
９
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問　
福
祉
課　

☎
23

−

２
９
８
０

商
業
・
法
人
登
記
事
務

取
扱
庁
の
変
更

　

８
月
24
日
㈪
か
ら
市
内
の
会
社
や
法

人
の
登
記
事
務
取
扱
庁
が
、
宮
崎
地
方

法
務
局
都
城
支
局
か
ら
宮
崎
地
方
法
務

局
登
記
部
門
（
宮
崎
市
別
府
町
）
へ
変

更
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
会
社
や
法
人
の
登
記
に
係

る
登
記
事
項
証
明
書
、
印
鑑
証
明
書
の

交
付
事
務
（
動
産
・
債
権
譲
渡
登
記
に

係
る
概
要
記
録
事
項
証
明
書
の
交
付
事

務
を
含
む
）、
不
動
産
登
記
事
務
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
都
城
支
局
で
取
り

扱
い
ま
す
。

問　

宮
崎
地
方
法
務
局
登
記
部
門

　
　

☎
０
９
８
５

−

22

−

５
２
２
９

平
成
21
年
度

原
爆
被
爆
者
Ⅱ
世
健
康
診
断

●
対
象　

両
親
の
ど
ち
ら
か
が
被
爆
者

健
康
手
帳
を
所
持
し
て
お
り
、
原
爆
投

下
後
に
生
ま
れ
た
人
（
胎
児
被
爆
者
は

除
く
）
で
、
健
康
診
断
受
診
を
希
望
す

る
人
。
た
だ
し
、
受
診
希
望
者
が
多
数

の
場
合
は
、
未
受
診
者
、
異
常
を
訴
え

る
人
を
優
先
し
ま
す

●
申
込
期
間　

８
月
〜

●
健
診
期
間　

９
月
〜
（
予
定
）

※
日
程
、
実
施
医
療
機
関
の
詳
細
は
後

　

日
受
診
希
望
者
に
通
知
し
ま
す

市
民
公
益
活
動
支
援
事
業

　

都
城
市
の
市
民
運
動
や
市
民
活
動
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
事
業
に
対
し

て
補
助
を
行
い
ま
す
。
補
助
対
象
事
業

は
、
次
の
内
容
で
提
案
申
請
さ
れ
た
も

の
を
、
市
が
審
査
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

①
市
民
運
動
情
報
誌
「
友
誘
遊
（
ゆ
う

ゆ
う
ゆ
う
）」
の
編
集
と
発
行
事
業　

②
市
民
運
動
や
市
民
活
動
が
提
携
や
交

流
を
深
め
、
団
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
が
促
進
さ
れ
る
事
業

●
対
象　
　

市
民
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

●
補
助
額　

上
限
１
０
０
万
円

●
申
請
期
間　

８
月
20
日
㈭
ま
で

●
申
請
書　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

取
得
で
き
ま
す

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課　

☎
23

−

７
１
４
６  

Fax 

21
−

３
０
３
４

com
m

unity@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp 

障
が
い
者
（
児
）
各
種
手
当
現
況
届

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
が
い

者
手
当
、
障
が
い
児
福
祉
手
当
、
経
過

的
福
祉
手
当
を
受
給
中
の
人
は
、
８
月

11
日
㈫
〜
19
日
㈬
の
期
間
に
所
得
現
況

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
給
者
へ

の
お
知
ら
せ
が
届
い
て
い
な
い
人
は
、

福
祉
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

健
康
診
断
受
診
料
は
無
料

で
す
が
、
各
医
療
機
関
へ
の
交
通
費
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す

問　

任
意
の
様
式
に
「
被
爆
者
Ⅱ
世

健
診
申
込
」
と
書
き
、本
人
の
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）・
性
別
・
生
年
月
日
・
住
所
・

電
話
番
号
・
過
去
の
受
診
歴
（
年
度
お

よ
び
受
診
結
果
を
記
入
）・
親
の
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
・
被
爆
者
健
康
手
帳

の
番
号
を
明
記
の
上
、
９
月
４
日
㈮
ま

で
に
県
福
祉
保
健
部
健
康
増
進
課
疾
病

対
策
担
当
（
〒
880

−

８
５
０
１　

宮
崎

市
橘
通
東
二
丁
目
10
番
１
号
）
へ

☎
０
９
８
５

−

26

−

７
０
７
９

平
成
21
年
３
月
31
日
か
ら
雇
用

保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

主
な
改
正
事
項
は
以
下
の
と
お
り

①
雇
用
保
険
の
適
用
範
囲
の
拡
大

②
雇
止
め
と
な
っ
た
非
正
規
労
働
者
に

　

対
す
る
基
本
手
当
の
受
給
資
格
要
件

　

の
緩
和
と
所
定
給
付
日
数
の
拡
充

③
再
就
職
が
困
難
な
人
に
対
す
る
給
付

　

日
数
の
延
長

④
再
就
職
手
当
の
給
付
率
引
き
上
げ
お

　

よ
び
支
給
要
件
の
緩
和

⑤
常
用
就
職
支
度
手
当
の
給
付
率
引
き

　

上
げ
お
よ
び
支
給
対
象
者
の
拡
大

⑥
育
児
休
業
給
付
の
統
合
と
給
付
率
引

　

き
上
げ
措
置
の
延
長

⑦
雇
用
保
険
率
の
引
き
下
げ

問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城

　
　

☎
22

−

１
７
４
５

市
営
墓
地
の
使
用
者
を
捜
し

て
い
ま
す　

  

現
在
、
市
で
は
市
営
墓
地
の
台
帳
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
墓
地
使
用
者
が

既
に
死
亡
ま
た
は
住
所
変
更
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
手
続
き
を
さ
れ

ず
に
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
区
画
が

多
数
あ
り
ま
す
。
速
や
か
に
使
用
者
氏

名
変
更
手
続
き
、
あ
る
い
は
使
用
者
住

所
変
更
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

  

ま
た
、
市
営
墓
地
は
市
有
地
で
す
。

不
要
に
な
っ
た
と
き
は
原
状
に
回
復
し

て
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問　

環
境
政
策
課　

☎
23

−

２
１
３
０

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

①
掛
け
金
の
一
部
を
国
・
県
・
市
が
助

成
し
ま
す　

②
掛
け
金
は
全
額
非
課
税

で
す　

③
管
理
が
簡
単
で
す　

④
短
時

間
労
働
者
は
、
通
常
の
従
業
員
よ
り
低

い
掛
金
で
も
加
入
で
き
ま
す

問　

中
退
共
福
岡
相
談
コ
ー
ナ
ー　

☎
０
９
２

−

６
３
１

−

２
５
５
１

県
労
働
政
策
課　

☎
０
９
８
５

−

26

−

７
１
０
６

工
業
振
興
課　

☎
23

−

２
７
５
３
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休日急病診療機関
●診療時間　9：00〜18：00
※歯科は17：00まで みやざき医療ナビ

課
（
〒
885

−

８
５
５
５
）
へ
郵
送
ま
た

は
持
参
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
各
総
合
支
所
で
も
提
出
で
き
ま

す
。
な
お
、
住
所
、
氏
名
な
ど
の
記
載

が
な
い
意
見
に
対
し
て
は
、
市
の
考
え

方
を
公
表
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

問　

都
市
計
画
課

☎
23

−

２
７
６
２ 

Fax 

23

−

２
１
５
４

toshikei@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　

妊
娠
ま
た
は
出
産
し
た
こ
と
、
産
前

産
後
休
業
ま
た
は
育
児
休
業
な
ど
の

申
し
出
を
し
た
こ
と
、
ま
た
は
取
得
し

た
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
解
雇
そ

の
他
不
利
益
な
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と

は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

産
前
産
後
休
業
の
期
間
お
よ
び
そ
の

後
の
30
日
間
の
解
雇
は
、
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
中
・
産
後
１
年

以
内
の
解
雇
は
「
妊
娠
・
出
産
・
産
前

産
後
休
業
取
得
な
ど
に
よ
る
解
雇
で
な

い
こ
と
」
を
事
業
主
が
証
明
し
な
い
限

り
無
効
と
な
り
ま
す
。

問　

宮
崎
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
　

☎
０
９
８
５

−

38

−

８
８
２
７　

ご
存
じ
で
す
か

障
が
い
者
（
児
）
の
各
種
手
当

●
手
当
の
種
類
・
対
象　

①
特
別
障
が

い
者
手
当
（
20
歳
以
上
で
重
度
の
障
が

い
が
２
つ
以
上
あ
る
か
、
そ
れ
と
同
程

度
以
上
の
状
態
に
あ
る
人
）　

②
障
が

い
児
福
祉
手
当
（
20
歳
未
満
で
重
度
の

障
が
い
が
あ
る
人
）　

③
特
別
児
童
扶

養
手
当
（
20
歳
未
満
で
中
度
以
上
の
障

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

【
都
城
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
案
）】

　

豊
か
な
市
民
生
活
の
実
現
に
向
け
、

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本

的
な
方
針
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
を
定
め
る
に
当
た
り
、
広
く
意
見

を
求
め
ま
す
。

●
意
見
の
募
集
期
間　

８
月
３
日
㈪
〜

９
月
１
日
㈫

●
公
表
の
場
所　

都
市
計
画
課
、
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
東
館
２
階
）、

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各
総
合
支
所

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

●
意
見
の
提
出
書
類　

公
表
の
場
所
に

設
置
し
て
あ
る
「
意
見
・
情
報
提
出
書
」

を
利
用
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す

●
提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
ま
た
は
団

体
名
を
明
記
の
上
、
封
書
で
都
市
計
画

が
い
が
あ
る
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
父

母
ま
た
は
養
育
者
）

※
こ
れ
ら
の
手
当
は
在
宅
の
人
が
対
象

　

で
す
。
対
象
要
件
に
つ
い
て
の
質
問

　

や
、
現
在
手
当
受
給
者
で
入
院
ま
た

　

は
施
設
入
所
し
た
人
は
福
祉
課
ま
で

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問　

福
祉
課　

☎
23

−

２
９
８
０

道
の
駅
都
城

お
帰
り
な
さ
い
フ
ェ
ア
ー

●
日
時　

８
月
13
日
㈭
〜
16
日
㈰

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
18
時

●
場
所　

道
の
駅
都
城

●
内
容　

都
城
・
宮
崎
・
鹿
児
島
の
お

土
産
コ
ー
ナ
ー
実
演
販
売
ほ
か

※
期
間
中
、
先
着
１
０
０
人
に
冷
た
い

　

ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
プ
レ
ゼ
ン
ト

問　

道
の
駅
都
城　

☎
38

−

４
５
６
１

月日 医療機関名 電話番号

8/14
㈮

村上クリニック（循・内） 25-2700
西浦病院（内） 25-1119
海老原内科（内・小） 64-1211
倉内整形（整） 22-1252
土井外科（外・胃・内） 22-1825
くぼた眼科 26-3100
シゲシロ歯科医院 24-7833

8/15
㈯

おおくぼクリニック（内） 26-1500
ケイオークリニック（内・小） 46-4500
たけしたこども医院（小） 51-0005
宗正病院（外） 22-4380
花房医院（泌） 25-1177
やの耳鼻科（耳鼻） 27-5222
わかば歯科医院 21-0582

8/16
㈰

森山内科外科クリニック（内・外） 21-5000
有馬医院（内・小） 23-2610
あきづき医院（内・心内） 36-0534
もちお蛯原医院（整形・形成） 21-5355
山路医院（外・内） 64-3133
小山田眼科 22-0710
荒武歯科医院 58-2069

8/23
㈰

田口クリニック（内） 24-0600
冨田医院（内・小） 23-4586
佐々木医院（内） 62-1103
川畑医院（外・胃） 46-3225
石井皮膚科（皮） 23-4588
西浦耳鼻科（耳鼻） 22-0715
土持歯科クリニック 25-1515

8/30
㈰

藤元早鈴病院（内） 25-1212
鵜木内科医院（循・内） 26-0008
仮屋医院（内・小） 36-0521
飯田整形外科クリニック（整） 46-5115
一心外科（外・胃・肛門・内） 52-7788
宮田眼科 22-1441
中崎歯科医院 62-5030

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎
23-5555、歯科医師会は☎ 25-4100）で
確認してください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp
●休日当番薬局

8/14 ㈮ アート、そうごう広原、いざき調剤
フクシマ、わかば、たかお

8/15 ㈯ みまたファミリー、ケーアイ調剤

8/16 ㈰ すずかけ、そうごう山田
もちおさくら

8/23 ㈰ ハートフル、古川調剤、サンエイ

8/30 ㈰
コアファーマシー、さわやか
そうごう志和池、調剤くらはら
ひむか調剤蔵原、調剤日研

�� Miyakonojo City Public Relations 2009.8



移
動
図
書
館 

く
れ
よ
ん
号

巡
回
予
定

都城市立図書館
休館日：８月17日・24日・31日、９月３日・７日・14日 ／ 開館時間：9：30〜18：50
高城図書館
休館日：８月16日・18日・25日、９月１日・８日・15日 ／ 開館時間：9：30〜18：00

インフォメーション

●問い合わせ
　都城市立図書館　☎22-0239
高城図書館　　　☎58-4224

図
書
館
で
の
読
み
聞
か
せ

お話しの部屋“そら豆”
●絵本の読み聞かせ（未就学児の親子）
　８月27日㈭　11：00～11：30
本とお話の会
●日時 ９月12日㈯　14：30～
●内容 かぐやひめ（日本昔話）

都
城

高
城

ペンギン会の読み聞かせ
●日時 ８月22日㈯　10：00～
●内容 人形劇、絵描き歌
　　　 読み聞かせなど

都城盆地を舞台に大和朝廷
の侵攻に抵抗する熊襲を、
共感のまなざしで描いた歴
史物語の初巻。

終戦直後の女性たちに夢と
美の世界を与えるために、
中原淳一が世に送り出した
人気雑誌の厳選復刻版です。

「ああ保戸島国民学校」

小林しげる （ 作 ）
文研出版 （ 出版 ）

米軍機による爆撃で犠牲に
なった大分県の国民学校の子
どもたちを描いた物語。戦争
と平和について問いかけます。

今月のおすすめの本

15
98

16

「復刻版　それいゆ」

国書刊行会 （ 出版 ）

「熊
く ま

襲
そ

　巻一」

桑原啓介 （ 著 ）

押尾コータロー　コンサートツアー2009
“Eternal Chain”

１年半ぶりに押尾コータローが都城に
帰ってくる！
たった１本のアコースティックギターか
ら生み出される驚異的なサウンドは、聴
く者すべてを魅了する。さらにパワー
アップしたライブをお楽しみに！
●日時：９月 23 日㈬　17 時 30 分開演
●会場：都城市総合文化ホール
●チケット：【全席指定】5,000 円
　＊ MJ 友の会会員 500 円割引　＊４歳以下入場不可
●問い合わせ：都城市総合文化ホール  ☎ 23-7140

今年も若者たちの暑い夏がやってきた…

●日時：８月16日㈰　13時30分開演
●会場：都城市ウエルネス交流プラザ
　　　　２階　ムジカホール
●内容：高校生バンド７組出場
●問い合わせ
　ウエルネス交流プラザ
　☎ 26-7770

都城市ウエルネス交流プラザ開館５周年記念
ムジカロックフェスティバル in ２００９
～TE to TE～

日 

程

巡　

回　

場　

所

巡　

回　

時　

間

8/19
㈬

小
松
原
地
区
公
民
館

ミ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ

な
が
や
ま
志
比
田
店

川
東
小
学
校

13
時
20
分
〜
13
時
50
分

14
時
10
分
〜
14
時
40
分

15
時
00
分
〜
15
時
30
分

8/20
㈭

高
崎
地
区
公
民
館

志
和
池
小
学
校

谷
頭
児
童
館

10
時
00
分
〜
10
時
20
分

10
時
50
分
〜
11
時
20
分

13
時
00
分
〜
13
時
30
分

8/21
㈮

木
之
川
内
小
学
校

庄
内
小
学
校

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

13
時
00
分
〜
13
時
30
分

8/29
㈯

明
和
小
学
校

鷹
尾
五
丁
目
自
治
公
民
館

市
営
都
原
団
地

13
時
00
分
〜
13
時
30
分

13
時
40
分
〜
14
時
10
分

14
時
20
分
〜
14
時
50
分

9/2
㈬

今
町
小
学
校

梅
北
小
学
校

13
時
10
分
〜
14
時
00
分

14
時
30
分
〜
15
時
30
分

9/4
㈮

夏
尾
小
学
校

菓
子
野
小
学
校

13
時
00
分
〜
13
時
30
分

14
時
30
分
〜
15
時
30
分

9/5
㈯

山
之
口
ふ
も
と
保
育
所

上
富
吉
地
区
体
育
館

一
万
城
南
部
自
治
公
民
館

11
時
20
分
〜
11
時
40
分

13
時
00
分
〜
13
時
30
分

14
時
00
分
〜
14
時
30
分

9/8
㈫

県
営
北
原
団
地

丸
野
小
学
校

10
時
30
分
〜
11
時
00
分

13
時
00
分
〜
14
時
00
分

9/9
㈬

吉
之
元
小
学
校

西
岳
小
学
校

13
時
00
分
〜
13
時
50
分

14
時
15
分
〜
15
時
30
分

9/10
㈭

川
東
小
学
校

谷
頭
児
童
館

13
時
00
分
〜
14
時
00
分

14
時
30
分
〜
15
時
00
分

9/11
㈮

御
池
小
学
校

西
岳
地
区
公
民
館

庄
内
小
学
校

13
時
00
分
〜
13
時
20
分

13
時
50
分
〜
14
時
20
分

14
時
40
分
〜
16
時
00
分

9/12
㈯

祝
吉
地
区
公
民
館

沖
水
小
学
校

石
山
体
育
セ
ン
タ
ー

10
時
45
分
〜
11
時
30
分

13
時
00
分
〜
14
時
00
分

14
時
30
分
〜
15
時
00
分

9/15
㈫

木
之
川
内
小
学
校

14
時
00
分
〜
16
時
00
分
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国際交流員
のひとりごと

　５年間でした。私は都城市役所で国際交流
員として働いたこの５年間は長くて、短い５
年でした。初めての海外生活、初めての職場、
初めて口にする食べ物、初めて出会う人々ば
かりで、この国で、ちゃんと仕事できるかな
と不安に思っていたのはつい最近のような気
がするけど、いつの間にか溶け込み、この町
が大好きになっていました。これは、優しく
て温かい心でいつも見守ってくれた都城の皆
さんのお陰でした。
　霧の服を身にまとい誇り高くそびえ立つ霧
島、日本一耳に優しく、心に近く響くみやこ
んじょ弁、小さな目をダイヤモンドみたいに
輝かせながら元気なあいさつをする子どもた
ち、とても優しくて、また、とてもおしゃべ
りが好きなおじいちゃんとおばあちゃんたち、
一緒に笑い、一緒に遊び、一緒に頑張ってく
れた家族みたいな温かい周りの人たち、すべ
てが私の大切な宝物です。ここでこんなにた
くさんの宝物ができた私はとても幸せです。
本当にありがとうございました。では、また
お会いできる日まで。

ツェンデスレンさん
（モンゴル）Vol.13

ありがとう

●問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎23-2295

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から
一部を紹介します。また、皆さんから寄せられたご意見
につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

▼点線に沿ってお切りください（官製はがきでも可）

わ
た

し
の

一
言

今
月

号
を

読
ん

で
の

感
想

・ ４年前に関東を離れて都城へ引っ越してきま
した。第一印象通り、都城は優しい人が多く、
素晴らしい自然にも恵まれた土地。温泉で癒
される生活をして寿命も延びそうな…。感謝
して暮らしています。 （小松原町　柚子さん）

・ 健康教室に参加して６カ月になります。おか
げで健康について意識するようになり自分に
合った運動やバランスの取れた食事を考えて
取り組んでいます。体重も５㌔減ったので、
この努力をこのまま続けていくつもりです。

  （高崎町　ハムちゃん）

・ ６月号の表紙の早水公園の写真を見て、３歳
になる娘が ｢はなみず公園だ｣ とにこやかな
笑顔で答えました。夏場はお世話になる公園。
微妙に間違って覚えているのがかわいいで
す。 （花繰町　ツインズママさん）

・ ６月号の ｢自分の住んでいる地区をのぞいて
みよう！｣ を読んで各地区に人づくりや地域
づくりのスローガンがあることを初めて知り
ました。 （金田町　ピヨさん）

・ 南九州大学都城キャンパスが開校しました。
市民が待ちに待った大学です。高度な農業施
設が整っていると聞きます。市民も利用でき
るような大学になってほしいです。

  （郡元町　K さん）
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施設案内 ※8月16日〜9月15日の日程
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▪美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　９:00～17:00（入館は16:30まで）
入館料　無料
休館日　８月17日、８月24日〜９月10日、９月14日
＊８月29日・30日、９月５日・６日は、住民票の発行はできません
・夏休み企画〈入門〉アートの疑問 何が見える？ 何を見る？（〜８月23日）
・第56回市美展（９月11日〜）

▪都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　９：30～17:00（入館は16:30まで）　
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　８月17日・24日・31日、９月７日・14日

▪高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　９:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　８月17日・24日・31日、９月７日・14日

▪人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　９：30～17：00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　８月17日・24日・31日、９月７日・14日

▪たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　金土19：00～22：00、土日９：30～17：00 
入館料　中学生以上300円　小学生100円
・伝統的七夕の夕べ（８月26日　19：00〜）
・9月は、木星が見やすい時期です

▪山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　９：00～17:00
入館料　無料
休館日　８月17日・24日・31日、９月７日・14日

▪旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900  
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　８月17日・24日・31日、９月７日・14日
・後のひな展（９月１日〜９月13日）

８月
14日㈮
18：30～

高城盆踊り　〔高城運動公園野球場〕 
問高城教育課　☎58-2317

14日㈮～
16日㈰

安楽寺盆踊り大会　［安楽寺］
 問安楽寺（山之口町）　☎57-3838

16日㈰
13：30～

ムジカロックフェスティバルin2009
〔交流プラザ〕
 問交流プラザ　☎26-7770

22日㈯
17：00～

サマーフェスティバルin横市2009
〔横市地区公民館広場〕
 問横市商工振興会　☎24-1922

30日㈰
14：00～

高城観音池まつり　〔観音池公園〕
 問高城観光協会　☎58-6900

９月

５日㈯
10：30～

12番街かっぱげんき市
［中央通り12番街］
 問商業観光課　☎23-2983

５日㈯
15：00～

重
ちょうよう

陽の節句と後
のち

のひな　お茶会
［旧後藤家商家交流資料館］
 問旧後藤家商家交流資料館　☎58-6900

12日㈯～
13日㈰

都北地区学校創意工夫工作展
［交流プラザ］
 問工業振興課　☎23-2753

13日㈰
８：00～

都城ぼんち市　[東中町通り] 
問都城商工会議所　☎23-0001

13日㈰
８：00～

あじさい市　[山之口勤労福祉センター]
 問あじさい市部会　☎57-2016

13日㈰
10：00～

くまその里よろず市　[滝の駅せきのお] 
問くまその里よろず市実行委員会
☎37-0373



市の提供番組紹介
世帯
人
人
人

（　　　　　）
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今月の表紙

テレビ番組の案内

ラジオ番組の案内

都城市現住人口

盆地に夏の訪れを告げる風物詩「六月灯」
　都城盆地の夏の風物詩「六月灯」が秋葉神社（平
江町）を皮切りに、市内の神社や公民館などで８月
中旬ごろまで開かれています。この祭りは旧薩摩藩
領内に伝わる伝統行事で、田植えが終わるこの時節
に開催。神社には子どもたちが作った灯

とうろう

篭が奉納さ
れ、浴衣姿の家族連れらは、ほのぼのとした明か
りに見入っていました。
また、多くの出店が軒
を連ね、金魚すくいを
したり、神社にお参り
をしたりして夏の夜祭
りを楽しんでいました。

　梅雨が明け、夏本番。今年は災害をもたらす長雨もなく
何よりでしたが、これからは台風のシーズン。これまでに
防災の特集で紹介したように“備えあれば憂いなし”で
す。事前の準備を怠りなく！　さて、夏の楽しみといえば
祭り。先月から始まった六月灯は盆地の夏の風物詩、薩摩
の時代から綿々と伝え継がれてきた祭りです。家族や友だ
ちを誘って露店をのぞいたり、花火を見たりして、夏の思
い出をつくってみてはいかがですか。（栗）

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月〜金曜日（祝日除く）15：30〜15：45
　市民参加型のラジオ番組を放送しています。
　出演については、秘書広報課（☎23−3174）

■シティエフエム都城（FM放送76．4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月〜金曜日
　9：49〜9：54、16：25〜16：30（再）
　市からのお知らせ、イベント情報などを放送します。
　毎週火曜日放送の「BON☆（ボンスタ）」
　（１２：00〜１3：00）でも、市政情報や市民活動の
　紹介などを放送しています

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch、アナログ5ch）
※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 〜　② 11：50 〜　③ 17：50 〜
　④ 20：50 〜　⑤ 22：50 〜

■今後の放送予定
８月21日〜31日
「発掘ってなに」
９月1日〜10日
「高城後藤家商家資料館」
９月11日〜20日
「体験してみよう！　盆地博覧会」
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平成21年７月１日現在　　　 （ 前 月 比 ）
世　帯　数
人 口 総 数
　　　　男
　　　　女
※国勢調査に基づく推計人口です。

後
のち

のひな展の様子
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